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市民駅伝を開催

優勝は、犬伏地区！
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秋山 華
か の

乃さん

●植野小学校６年

助けることを教えたい

　私の将来の夢は二つあります。一つ目は、看護師になることです。二つ目は、

看護専門学校の先生になることです。

　私はテレビや新聞を見て、病気で苦しんでいる人がたくさんいると知り、助け

たいと思いました。それと同時に助けることの素晴らしさを教えたい、とも思い

ました。

　そのためにはたくさん勉強することが大切だと思うので、これからも夢を叶え

られるようにがんばりたいと思います。

今回の表紙  「市制１０周年記念 第１０回佐野市民駅伝」１１月９日（日）

　ウッドランド森沢から葛の里壱番館前の１９．０３キロの９区間を、市内体育協会の

１３支部が走りました。小雨が降る寒い中での開催となりましたが、各支部の代表選

手たちが懸命な走りでタスキをつなぎました。

　優勝したのは犬伏支部。二つの区間賞を獲得するなど、見事なタスキリレーでした。

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

寒
さ
が
一
段
と
身
に
し
み
る
季
節
と
な
り
、
早
い
も
の
で
一
年
を
振
り
返
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
、
私
は
市
内
の
各
団
体
の
皆
さ
ん
と「
さ
の
ま
る
」

と
共
に
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
市
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
は
姉
妹
都
市
締
結
20
周
年
を
記

念
し
た
も
の
で
、
訪
問
で
は
グ
レ
イ
市
長
を
は
じ
め
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
の
皆

さ
ん
の
心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
、
私
か
ら
は
今
後
の
末
長
い
友
好
交
流
の
継
続

と
更
に
広
い
交
流
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
さ
の
ま
る
」も
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
街
や
小
学
校
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、

多
く
の
市
民
や
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
栃
木
県
人
会
と
の
懇
談
会
や
、
路
上
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
大

変
な
人
気
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
さ
の
ま
る
」の
海
外
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
８
月
の
香
港
、
９
月
の
英
国
、

そ
し
て
今
回
の
訪
米
と
今
年
３
度
目
と
な
り
ま
す
。
今
や
活
躍
の
場
は
国
内
に

と
ど
ま
ら
ず
海
外
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、本
市
で
は
「
さ
の
ま
る
」

を
牽
引
役
と
す
る
「
佐
野
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
基
本
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
市
の
魅
力
を
市
内
外

の
み
な
ら
ず
国
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
先
月
に
は
、
佐
野
市
運
動
公
園
と
そ
の
周
辺
で
栃
木
県
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会
、
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
に
は

第
10
回
の
記
念
と
な
る
さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
立

市
」
を
掲
げ
る
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
に
よ
る
活
力

あ
る
街
づ
く
り
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
忙
し
い
年
末
を
迎
え
ま
す
が
、
皆
様
に
は
十
分
お
体
に
気
を
つ
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

岡
部 

正
英
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あ
れ
や
こ
れ
や
食
べ
て
、最
後
に
食
べ

る
も
の
を
ク
チ
ッ
パ
ラ
イ
と
い
う

　

近
所
の
人
た
ち
と
田
植
え
す
る
協
同
作
業
は
、
昭
和
の
中
頃

ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
田
植
え
が
終
わ
る
と
、協
力
し
合
っ

た
近
所
の
人
た
ち
や
そ
の
家
族
が
、
事
前
に
決
め
ら
れ
て
い
る

家
に
お
お
ぜ
い
寄
り
集
ま
っ
て
、
飲
食
し
な
が
ら
田
植
え
の
終

了
を
祝
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
食
事
は
、
ご
飯
や
麺
類
以
外
に
、

芋
類
・
豆
類
の
煮
つ
け
や
野
菜
な
ど
が
主お
も

で
し
た
。
そ
ば
や
う

ど
ん
ば
か
り
食
べ
て
、
満
腹
感
を
味
わ
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
主
婦
た
ち
は
、
力
の
源
み
な
も
とで

あ
る
ご
飯
を
食
べ
る
よ
う
男
た

ち
に
す
す
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
終
わ
り
に
す
る
食
べ
物
を

ク
チ
ッ
パ
ラ
イ
と
い
い
ま
す
。

　
「
そ
ば
な
ん
か
い
っ
く
ら
食
っ
た
っ
て
、
す
ぐ
に
腹
が
減
っ

チ
ャ
っ
て
、
力
が
出
ナ
カ
ン
ベ
サ
ー
。
ン
だ
か
ら
ク
チ
ッ
パ
ラ

イ
に
、
ご
飯
で
も
食
わ
ッ
セ（
〜
て
く
だ
さ
い
）な
」

　

家
庭
で
は
、
毎
日
ご
飯
を
食
べ
る
の
が
普
通
で
す
が
、
来
客

の
あ
る
祝
日
や
休
日
に
は
、
ま
ず
、
そ
ば
や
う
ど
ん
を
打
っ
て

も
て
な
す
の
が
半
ば
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ク
チ
ッ
パ
ラ

イ
は「
口
払
い
」で
、
口
に
あ
る
も
の
を
き
れ
い
に
取
り
除
き
、

あ
ら
た
め
て
最
後
に
食
べ
る
食
べ
物
の
こ
と
、
こ
れ
が
本
来
の

意
味
で
す
。

　

共
通
語
の「
口く
ち
な
お直
し
」も
、
食
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
別
の
も
の

を
食
べ
る
と
い
う
点
で
は
、
ク
チ
ッ
パ
ラ
イ
と
似
て
い
ま
す
。

で
も
、「
口
直
し
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
」
の
よ
う
に
、

口
直
し
は
、
ま
ず
い
も
の
や
苦に
が

い
も
の
を
口
に
し
た
後
で
、
そ

の
嫌い
や

な
味
を
消
す
た
め
に
、
別
の
も
の
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
的
に
ク
チ
ッ
パ

ラ
イ
と
は
異
な
り
ま
す
。　
　
　
　
（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

僕
の
ペ
ン
で
佐
野
市
に
活
力
を

　

佐
野
市
の
こ
と
な
ら
何
で
も
知
っ
て
い

る
、
若
き
新
聞
記
者
・
田
崎
智
亮
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

田
崎
さ
ん
は
、
下
野
新
聞
社
地
域
報
道

部
・
佐
野
支
局
に
勤
務
し
、
日
夜
、
佐
野

市
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
取
材
し
、
高
萩

町
の
支
局
よ
り
、
宇
都
宮
市
の
新
聞
社
へ

記
事
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

那
須
塩
原
市
出
身
の
田
崎
さ
ん
は
、
入

社
後
２
年
間
、
社
会
部
県
警
担
当
の
記
者

を
経
て
、
平
成
22
年
に
佐
野
市
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。「
こ
の
街
は
何
と
な
く
僕
の
故

郷
に
似
て
い
る
」
と
感
じ
た
の
が
佐
野
市

の
第
一
印
象
で
し
た
。
佐
野
市
で
の
記
者

生
活
に
つ
い
て
「
昨
年
よ
り
大
き
な
話
題

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
地
域
の
記
者
と
し
て

楽
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
話
題
に
つ
い
て
聞

い
て
み
ま
し
た
。

　

先
ず
田
中
正
造
に
つ
い
て
。「
命
を
懸
け

て
鉱
毒
問
題
と
闘
っ
た
田
中
正
造
翁
の
姿

○プロフィール

下野新聞の記者として、佐野市に移り住ん

で５年。地域に寄り添った記事を心がけ、

住民の生活や命を守るために役立つ報道

を志す。ソフトテニスでインターハイ出場

の経験を持つ、２８歳の若手記者。

田崎 智
ともあき

亮さん
（高萩町）

を
た
く
さ
ん
伝
え
て
き
ま
し
た
。
特
集

『
今
、
生
き
る
正
造
』
は
現
在
も
続
い
て

い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
田
崎
さ
ん
は
大
学

生
の
頃
、
ゼ
ミ
の
勉
強
会
で
佐
野
市
を
訪

れ
、
正
造
大
学
の
坂
原
さ
ん
に
も
会
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

続
い
て
「
さ
の
ま
る
」
に
つ
い
て
。「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
®
２
０
１
３
で
の

さ
の
ま
る
の
日
本
一
の
瞬
間
、
羽
生
市
の

会
場
で
、
佐
野
市
の
職
員
や
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
喜
び
で
震
え
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
大
勢
の
方
々
の
苦
労
や
努
力
を
取

材
し
て
い
た
の
で
、
日
本
一
は
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
」。

　

最
後
に
天
命
鋳
物
に
つ
い
て
。「
日
本
一

の
歴
史
の
あ
る
天
命
鋳
物
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。
鋳
造

所
に
何
度
も
足
を
運
び
勉
強
し
ま
し
た
。

こ
の
佐
野
市
の
宝
物
・
天
命
鋳
物
を
こ
れ

か
ら
も
全
県
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
佐
野
の
方
々
は
、
み
ん
な
優
し
く
て
、

食
べ
物
も
美
味
し
い
の
で
こ
ん
な
に
太
っ

ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
豪
快
に
笑
う
田
崎
さ

ん
。
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
田
崎
さ
ん
の
記

事
を
、
毎
朝
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
佐
野

市
の
皆
さ
ん
と
那
須
塩
原
市
の
ご
両
親
に

今
後
も
た
く
さ
ん
佐
野
市
の
話
題
が
届
け

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
市
民
記
者　

吉
井
貴
子
）

取
材
す
る
田
崎
さ
ん
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国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

自家用有償バス事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

後期高齢者医療特別会計

佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計

　平成２６年度の一般会計の予算は、９月３０日現在で、５６２億１，４９０万円となっています。一般会計予算の執行状況は、９月

３０日現在で、歳入の収入済額は、２３７億６，１３３万円、予算額に対する収入割合は、４２．３％、歳出の支出済額は、１９３億２，７６９

万円で、予算額に対する支出割合は、３４．４％となっています。

　また、各特別会計、水道事業会計、病院事業会計につきましては記載のとおりとなっています。

■問合せ　財政課☎（２０）３００３

０ ５０億円 １００億円 １５０億円 ２００億円

市　税

地　方
交付税

国、県
支出金

その他

市　債

繰入金

10,099
5,025

17,075
9,999

8,756

8,261
2,815

7,571

4,453

0

（平成２６年度予算額　５６２億１,４９０万円）

（単位：百万円）

（平成２６年９月３０日現在）

（単位：百万円）

歳 出

０ ５０億円 １００億円 １５０億円 １８０億円

7,390
3,141

15,788
5,707

予算額
執行額

13,681
3,210

4,966

4,526

1,566

5,349
2,485

4,515

2,057

その他

民生費

総務費

土木費

教育費

公債費

衛生費

項　　目 予算額

14,950

321

7,254

166

138

9,773

52

1,239

267

183

5,902

71

526

30

11

3,945

0

400

200

0

支出済額

5,704

121

1,201

62

50

4,133

23

413

80

39

３７０億９,２８１万円

４,１８２万円

１８６億２,９４７万円

１０億９,２３５万円

１億４,７６６万円

９億７,７６８万円

５億２,５１０万円

９０億７,５０６万円

１４億８,９２６万円

（平成２６年９月３０日現在）

土　　　　　地

建　　　　　物

基　　　　　金

有　価　証　券

出資による権利

６,０２９,７２３m2

４９３,９７３m2

１３２億５,９２３万円

８,１０１万円

２３億７,６３１万円

（単位：百万円）

病床数　２５８床（一般病床１５４床、人間ドック１０床、療養病床９４床）現在、一般病床42床休床

区　　分 予算額

1,094

1,094

174

361

執行額

663

561

52

131

（単位：百万円）

現在給水人口１２０,３８６人、現在給水戸数４８,１９８戸、給水戸数の増加数２０４戸

収入済額

8

5,914
1,162

収入

支出

収入

支出

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

区　　分 予算額

2,435

2,249

461

1,304

執行額

1,042

444

0

395

収入

支出

収入

支出

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

特別会計予算の執行状況 病院事業会計予算の執行状況

市債現在高

市有財産の状況
水道事業会計予算の執行状況

一般会計予算の執行状況

歳 入

佐野市の財政状況佐野市の財政状況

一般会計

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計

水道事業会計

病院事業会計
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都
市
計
画
事
業
費
等

財
源
内
訳

収　入

支　出

合　計

給　料（市民税、固定資産税等の市税）

パート収入（使用料、手数料など）

インターネット不用品売却費（財産収入）

親からの仕送り（国、県からの補助金や地方交付税など）

住宅リフォームローンの借入金（道路、公共施設を整備する国や銀行からの借入金）

預金の引き出し（基金からの繰入金）

前年からの繰越金（前年度繰越金）

金　額

１７２万円

４１万円

７万円

１７６万円

３７万円

１３万円

１８万円

４６４万円

★一般会計 （単位：百万円、％）

歳　　入

市 　 　 　 税

地 方 交 付 税

国、県 支 出 金

市 　 　 　 債

諸 　 収 　 入

繰 　 越 　 金

そ 　 の 　 他

計

決算額

17,182
8,134
7,299
3,735
2,934
1,777
5,363
46,424

構成比

37 . 0
1 7 . 5
1 5 . 8
8 . 0
6 . 3
3 . 8
1 1 . 6
1 0 0 . 0

★特別会計 （単位：百万円）

会　計　名

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

自家用有償バス事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

後期高齢者医療特別会計

佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計

歳入決算額 

15,106
301
3,360
166
109
9,546
54

1,159
606
550

歳出決算額

14,049
300
3,289
153
109
9,424
54

1,158
606
550

★水道事業会計 （単位：百万円）

区　　分

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

収入

支出

収入

支出

決算額 

2,153
1,974
398
1,233

区　　分

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

収入

支出

収入

支出

決算額 

733
733
162
300

★病院事業会計 （単位：百万円）

（単位：百万円、％）

歳　　出

民 　 生 　 費

総 　 務 　 費

公 　 債 　 費

教 　 育 　 費

土 　 木 　 費

衛 　 生 　 費

そ 　 の 　 他

計

決算額

14,476
6,603
5,304
4,238
4,237
3,959
5,117
43,934

構成比

33 . 0
1 5 . 0
1 2 . 1
9 . 6
9 . 6
9 . 0
1 1 . 7
1 0 0 . 0

佐野市の財政を家計にたとえると…

費　　目

合　計

金　額

８０万円

８４万円

５３万円

５１万円

３０万円

４８万円

６３万円

２１万円

９万円

４３９万円

費　　目

食　費（人件費）

医療費（扶助費）

ローン返済費（公債費）

子供への仕送り（国民健康保険事業や病院事業への繰出金等）

自家用車の購入費（普通建設事業費など投資的経費）

公共料金・生活用品（物件費）

税金、保険料、友人への援助など（補助費、貸付金、その他）

定期預金（積立金）

家のエアコン修繕（維持補修費）

収入－支出

預金残高　基金残高

ローン残高　市債残高

２５万円

１０７万円

３９０万円

　平成２５年度の一般会計決算をわかりやすく知っていただ
くため一般家庭の家計簿に置き換えてみました。
　４６４億円を４６４万円として計算しています。（１万分の１）

構成比
（%)

3.0

3.2

1.3

3.5

17.8

28.8

0.0

71.2

100.0

39.6

1.4

5.1

11.4

39.5

100.0

決  算  額
（千円）

90,300

96,383

40,364

104,082

535,857

866,986

0

2,147,736

3,014,722

1,193,550

43,110

154,462

433,000

1,190,600

3,014,722

都市計画税の使い道について

区　　分

　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画事業
や土地区画整理法に基づいて行う土地区画整理事業に充て
られます。
　平成２５年度決算の状況は下記のとおりです。

家族で働いた
収入２１３万円 街 路

公 園

下 水 道

そ の 他

市街地開発事業

都市計画事業費　計

土地区画整理事業費

市 債 償 還 額

都 市 計 画 税

国 ・ 県 支 出 金

負 担 金 そ の 他

市 債

一 般 財 源

合　　　計

合　　　計

平成２５年度決算

将来のことを
見通しながら、
上手なやりくりを
心がけています。
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　自治体が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産をどのような財源

（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的に対象表示した一覧表です。

　地方公共団体の決算が、一会計年度の収入、支出の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今まで

に蓄えられた財産の状況や将来に負担しなければならない借入金の状況などを全体的に把握することが

できます。

　平成１８年６月に「行政改革推進法」が成立し、各地方自治体は資産や債務の実態を把握し、適切な

資産・債務管理につなげるとともに、住民への積極的な情報開示をめざした公会計改革に取り組むこと

とされました。

　従来の市の決算情報は現金収支のみについて着目した「現金主義・

単式簿記」で作成されていましたが、公会計改革により民間企業のよ

うに「発生主義・複式簿記」の手法を用いることで、資産・負債等の

ストック情報を把握することができ、今まで以上に多面的な財政分析

が可能となり、今後の財政運営の指針として活用していくことができ

ます。

　本市では総務省より示された総務省方式改訂モデルに従って、財務

書類４表を作成しました。

１．公共資産
　①有形固定資産

　（土地、建物、道路、公園、車両など）

　②売却可能資産

　（行政サービスに利用していない資産で、

　  売り払い可能なもの）

２．投資等
　（出資金、貸付金、基金残高など）

３．流動資産
　（現金、財政調整のための基金など）

資産合計（借方）

147,588
144,625

2,963

13,693

8,255

169,536

１．固定負債
　（債務の返済期限が翌々年度以降のもの）

２．流動負債
　（債務の返済期限が翌年度のもの）

負債合計

純資産合計
（過去および現世代が既に負担して、

   支払が済んでいる資産）

負債および純資産合計（貸方）

42,732

5,147

47,879

121,657

169,536

貸借対照表 （単位：百万円）

市民一人当たり 資　産 １３８万円 負　債  ３９万円 純資産 ９９万円

（平成２６年３月３１日現在）

一般会計及び自家用有償バス事業特別会計の合計です。

 平成２６年３月３１日（平成２５年度末）としています。

 昭和４４年度以降の決算統計の数値を基礎としています。

平成２５年度普通会計の財務書類４表を作成しました

貸借対照表

お知ら
せ

します
!お知ら
せ

します
!
新地方公会計制度
     による財務書類
新地方公会計制度
     による財務書類

普通会計の範囲

作　成　基　準　日

作成基礎データ

財務書類の作成基準

■問合せ　財政課☎（２０）３００３
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　４月１日から翌年の３月３１日までの１年間の

行政活動のうち、福祉活動やごみの収集といった

資産形成に結びつかない行政サービスに係る経費

（経常行政コスト）と、その行政サービスの対価

として得られた財源（経常収益）を対比させた財

務書類です。

　「経常行政コスト」から

「経常収益」を差し引いた

ものが、「純経常行政コス

ト」となり、市税や地方交

付税といった一般財源など

で賄わなければならないコ

ストを表します。

　貸借対照表の純資産の部の数値が、１年間でど

のように変動したかを表している計算書です。

　純資産の部は今までの世代が負担してきた部分

ですので、１年間

で今までの世代が

負担してきた部分

が増えたのか減っ

たのかがわかるこ

とになります。

　行政活動を資金の流れから見たもので、性質の

異なる３つの区分に分けて表示した財務書類です。

「経常的収支の部」には、人件費や物件費などの

支出と税収や手数料などの収入が計上されており、

日常の行政活動による資金収支の状況が表示され

ています。

　「公共資産整備収支の部」には、公共資産の整

備などによる支出とその財源である補助金、借入

金などの収入が計上されており、いわゆる公共事

業に伴う資金の使途と、その財源の状況が表示さ

れます。

　「投資・財務的収支の部」には、出資、貸付、

基金の積み立て、借入金の返済などによる支出と

その財源である補助金、借入金、貸付金元金の回

収などの収入が計上されており、投資活動や借入

金の返済（財務活動）による資金の出入りの状況

が表示されます。

37,644
7,968

10,903

18,095

678

1,202

36,442

経常行政コスト
１．人にかかるコスト
　（人件費、退職給与引当金など）

２．物にかかるコスト
　（物品購入、光熱水費、修繕費、減価償却費など）

３．移転支出的なコスト
　（社会保障給付、補助金など）

４．その他のコスト
　（市債の利子など）

経常収益
（使用料、手数料、負担金など）

純経常行政コスト

行政コスト計算書 （単位：百万円）

122,328

△36,442

36,202
28,474

7,339

389

△431

121,657

期首純資産残高

純経常行政コスト

財源調達
　一般財源

　（市税、地方交付税など）

　補助金等受入

　（国・県補助金など）

　臨時損益

　（災害復旧費、資産売却損益など）

資産評価替・無償受入

期末純資産残高

純資産変動計算書 （単位：百万円）

1,777

9,344
30,964
40,308

△1,486
3,106
1,620

△7,145
9,902
2,757

713

2,490

期首歳計現金残高

１．経常的収支
・人件費、物品購入、社会保障給付などによる支出

・市税、地方交付税、国県補助金などによる収入

２．公共資産整備収支
・公共資産の取得などによる支出

・国県補助金、市債発行などによる収入

３．投資・財務的収支
・市債償還、貸付金、基金積立などによる支出

・貸付金回収、公共資産売却などによる収入

当年度歳計現金増減額

期末歳計現金残高

資金収支計算書 （単位：百万円）

（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日）行政コスト計算書

（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日）純資産変動計算書

（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日）資金収支計算書
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誰もがお互いを尊重し、支えあう「共生社会」をめざして
１２月３日から９日は障害者週間です

障がい者福祉計画（案）に関するパブリック・コメント
　障がいのある方の社会参加や自立を支援し、だれもが共に暮らしていける共生社会の実現を目指した「第４

期佐野市障がい者福祉計画」の策定を進めています。

　このたび案がまとまりましたので、パブリック・コメントを実施し、皆さんのご意見を募集します。

　資料の閲覧は平日の午前８時３０分から午後５時まで。ただし、市ホームページでは期間中、常時、閲

覧できます。各閲覧場所に備え付け（市ホームページからダウンロード可）の意見記入用紙に必要事項をご

記入のうえ、直接、郵送、ファックス、または電子メールで、障がい福祉課までご提出ください。

※電話によるご意見の受け付けは行いません

▲

意見募集期間　１２月９日（火）～平成２７年１月９日（金）

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、障がい福祉課（東仮庁舎事務棟１階）、

　　　　　　田沼・葛生の各行政センター　※市ホームページでは期間中常時閲覧できます

▲

提出先　   〒３２７－８５０１　障がい福祉課（住所不要）

　　　　　　ＦＡＸ（２４）２７０８　syougaifukushi@city.sano.lg.jp

■

問合せ　　障がい福祉課☎（２０）３０２５

　１２月３日の「国際障害者デー」から１２月９日までの１週間を、法律で「障害者週間」と

定められています。

　障害者週間とは、市民の皆さんに広く障がいのある人について関心と理解を深めていた

だき、障がいのある人が社会、経済、文化などあらゆる分野の活動に積極的に参加するこ

とを目的としています。

佐野市社会福祉協議会主催「車イス体験講座」より
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障がい者の団体をご紹介します
　障がい者の福祉の向上と会員の親睦などを目的に、学習会、レクリエーション、交流会、相談会、情報

の発信などの活動をしている障がい者各種団体をご紹介します。なお、団体では随時会員を募集していま

すので、興味をお持ちの方は直接各団体へご連絡ください。

団体名 内容 問合せ先

身体障がい者福祉会 身体障がい者を中心とした会 会長 横塚武夫☎（６７）１６７９

肢体不自由児者父母の会
体にハンデイキャップをもつ子どもの親
の会

会長 佐瀬弘美☎（６２）４８３８

視覚障がい者鳩の会 視覚障がい者を中心とした会 会長 山根茂夫☎（２４）１５５１

中途失聴・難聴者協会
聴覚障がい者、特に中途失聴者、難聴者
の会

会長 亀山眞一
Ｆａｘ（２４）８１６０

聴覚障害者協会
聴覚障がい者を中心とした会で、主に手
話でコミュニケーションを取っています

会長 関口稔之　
Ｆａｘ（２３）８０２８

手をつなぐ育成会 知的障がい児者の親の会

事務局：和泉
☎（６１）０６６１（高橋）
会長 小幡玲子
☎０９０（４６０５）９０８６

精神保健福祉会
（佐野やしお会）

心の病で、悩みをかかえている方のご家
族の会
【家族相談会】　
第２・４水曜日午後１時３０分～

事務局：ブローニュの森
☎（２４）９８８０（駒場）

こだわりっこの会
発達障がい、特性のある子とその保護者
を支援する会

代表 柳川悦子
☎（２２）０５１６

「障がい」について気軽にご相談ください

身体・知的に障がいがある人に関する相談

障がい者相談支援センターみどり
佐野市小中町１８７０番地７　

☎（２４）５７５９

精神に障がいがある人に関する相談

相談支援事業所さの
佐野市堀米町３９０５番地８　

☎（２１）６８１１

○次の場所でも相談を受け付けしています。お気軽にお越しください（要予約）。

「どんぐり」内相談室　佐野市大町２７５１番地１

毎週水曜日午前１０時～正午（祝日 ･年末年始は除く）

※第１･３水曜は身体・知的、第２･４水曜は精神

障がい者への虐待に気づいた人には、市への通報義務があります。
■問合せ・連絡先　障がい福祉課（東仮庁舎事務棟１階）☎（２０）３０２５
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市民と協働した地域づくりの推進
　市では平成２６年３月に、平成２６年度から平成２９年度を計画期間とする佐野市総合計画後期基本計

画を策定しました。その中の施策の１つに「市民と協働した地域づくりの推進」を掲げ、「市民みんなで

つくる夢のあるまちづくり」を目指しています。 ■問合せ＝市民活動促進課☎（２０）３８１２

「市民活動」とは…
　すでに私たちの身近なところでは、ＮＰＯ団体やボランティア団体、町会や企業などが、道路や河川の

清掃、高齢者や児童の見守り、地域の防災など、営利を目的とせず、社会を良くするさまざまな活動を行っ

ています。こうした自主的な活動を市民活動と言います。

※ＮＰＯとは「Non Profit Organization」の略。

　公益的な活動をする民間非営利団体という意味で使用しています

「協働」って何？
　さまざまな市民活動が地域や社会のために行われる中で、

時にはその活動をする人たちだけでは、対応しきれない問

題に直面することもあります。その問題の解決には、他の

活動団体や行政、企業などと協働して対処することも必要

になります。協働とは、市民、市民活動団体、企業、行政

などが、共通の目的意識のもとに、それぞれの役割と責任

を認識し、お互いを対等なパートナーとして協力し合うこ

とです。お互いの特性を活かし、補完、協力することで効

果的に行うことができます。

市民活動はあなたが主役！
　多くの方々は既にさまざまな形で市民活動を行っています。

　例えば、町会の呼び掛けで行う道路や河川の清掃活動に参加した

り、地域のお祭りを実施したり、学校の児童の登下校の見守り活動

に参加したり、という形です。また、福祉や環境、教育、子育て、

スポーツなどのさまざまな団体活動を通じて、ボランティア活動を

実践されている方もいるでしょう。皆さん、それぞれが地域に関心

を持ち、できることから参加し、継続してその輪を広げていきま

しょう。

児童の見守り活動 河川清掃活動

子育て女性支援活動

さの秀郷まつり
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「市民と協働した地域づくり」ってどんなこと？
　多くの方々が参加されている市内一斉清掃活動や自主防災

活動、地域の福祉活動などは市民の方の参加と協力があって

実施できるものであり、ほかにも、さまざまな団体や勤務先

の企業で行われているボランティア活動も協働した地域づく

りといえます。これらは「私たちの地域を安心・安全で住み

よい地域にする」ことを共通の目標とした、まさに「市民と

協働した地域づくり」なのです。

　これからますます福祉、介護、子育て、環境保全など、地

域の課題やニーズが多様化、複雑化することが予想されます。

これからも、行政が市民、町会、各種団体、企業などと協力

し、役割を分担して地域の課題に取り組む「協働」が必要となってくるのです。

【市民活動団体への支援】
　市では、市民活動を行う団体に対して助成金や広報活動を通じて支援を行っています。

　今年度、市民活動参画支援事業と市民活動モデル町会支援事業の該当事業として活動している団体、町

会は次のとおりです。

区分 団体名 活動事業

参画支援
事業

ＮＰＯ法人 風の詩 認知症啓発事業

三毳唐沢ＳＳＣ スクールサポートセンター事業

秋のこども祭り実行委員会 秋のこども祭り開催事業

ＮＰＯ子育て女性支援団体 ばおばぶ ばおばぶぅす施設運営事業

モデル町会
支援事業

村上町会 東・西弁天池の環境整備事業

菊川町会 菊沢川の清流とナガレコウホネの保全活動

上羽田町会 生活環境支援並びに地域環境美化活動

米山南町会 住民が支え合う住民主体の地域づくり事業

閑馬上町会 里山整備・美化事業

　年度当初に、市民活動団体、ＮＰＯ団体、町会を対象に、地域づくり、まちづくり事業の募集を行う予

定ですので、ぜひお問い合わせのうえ、ご応募ください。

【ＮＰＯ法人設立認証などの事務手続き】
　佐野市内にのみ事務所を置くＮＰＯ法人の設立認証・各種変更・解散などに関する事務は、市民活動促

進課（南仮庁舎）で手続きを行ってください。

※これからＮＰＯ法人の設立を考えている方は、設立総会の前にご相談ください

市民活動センター「ここねっと」をご利用ください！
　市民活動センターでは市民活動を行う個人や団体を対象に、研修室や印刷室の貸出、市民活動に関す

る情報の収集や提供、研修会や交流会の開催、相談などを行っています。

▲

所在・連絡先    大橋町３２１１番地５

　　　　　　　　 ☎（２０）５１６６（ファックス共通）

▲

ホームページ 　http://www.kokonet-sano.jp/

▲

開館時間など　火曜日から土曜日：午前９時～午後９時、 日曜日・祝日 : 午前９時～午後６時

　　　　　　　　休館日：月曜日、１２月２９日（月）～１月３日（土）

町会清掃活動
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昭
和
36
年
、
遠
藤
食
品
を

起
業
。
現
在
は
会
長
を
務

め
る
。
全
日
本
漬
物
協
同

組
合
連
合
会
常
務
理
事
や

副
会
長
を
歴
任
。

旭
日
双
光
章
（
食
料
品
加
工
業
振
興
）

遠

藤
 

榮
（
下
彦
間
町
）

秋
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
物
業
務
従
事
者
叙
勲
の

受
章
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

叙
勲
・
褒
章
の
受
章
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
40
年
、
佐
野
市
消
防

団
に
入
団
し
、
平
成
６
年

か
ら
22
年
ま
で
団
長
を
務

め
る
。

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

川
田 

聰
明
（
上
羽
田
町
）

昭
和
30
年
、
田
沼
町
消
防

団
に
入
団
。
副
団
長
を
経

て
、
平
成
６
年
か
ら
17
年

ま
で
団
長
を
務
め
る
。

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

安
良
岡 

耕
三
（
戸
室
町
）

昭
和
40
年
、
磯
子
郵
便
局

に
入
局
後
、
平
成
20
年
ま

で
勤
務
。
横
浜
金
沢
郵
便

局
で
退
職
。

瑞
宝
単
光
章
（
郵
政
業
務
）

仲
江
川 

明
（
植
野
町
）

佐
野
農
業
協
同
組
合
長

や
、
Ｊ
Ａ
栃
木
中
央
会

副
会
長
を
歴
任
。
平
成

22
年
か
ら
24
年
同
会
長

を
務
め
る
。

黄
綬
褒
章
（
業
務
精
励
）

髙
橋 

一
夫
（
田
島
町
）

昭
和
39
年
に
佐
野
市
消

防
本
部
に
入
り
、
佐
野

消
防
署
長
兼
消
防
本
部

警
防
課
長
で
退
職
。

危
険
物
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

磯
貝 

平
次
（
伊
勢
山
町
）

日
本
ロ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
で
約
40
年
間
、
発

破
業
務
や
開
発
に
従
事
。

瑞
宝
単
光
章（
専
門
工
事
業
務
）

山
内 

裕
正
（
堀
米
町
）

消防出初式を実施します～交通規制にご協力を～　
　消防出初式では、消防団員７１０人、車両６０台が参加して壮大な街頭行進が行われます。市民の安

全を守る消防団員の士気の高揚と、充実した装備をご覧いただくことを目的に実施しますので、ご理解

とご協力をお願いします。また、女性防火クラブ、幼年消防クラブおよび少年少女消防クラブが行進に

華を添えるほか、鳶職組合による伝統的な梯子乗り、青藍泰斗高等学校吹奏楽部による演奏、佐野市消

防本部の消防車両の行進も披露されます。

　なお、会場周辺で交通規制を実施します。皆様のご理解とご協力をお願いします。

▲

日時＝１月４日（日）午前１０時３０分～午後０時３０分　

▲

会場・交通規制区間＝下記図（まちなか活性化ビル「佐野未来館」北側）■問合せ＝警防課☎（２３）９９２０

本町

亀井町金屋仲町

大和町

相生町

高砂町

観閲台万町足銀

南仮庁舎
（NTT佐野） 国民金融公庫

相生町交差点

新庁舎
建設地

商工会議所
佐野駅入口
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「佐野市地域包括支援センターの包括的支援事業の
実施基準に関する条例（案）」等
　地域の自主性および自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律の施行に伴い、介護保険法の一部が改正され、市が条例で地域包括支援

センターおよび指定介護予防支援事業所の事業の人員および運営などの基準等につい

て定めることになりました。この条例案へのご意見を募集します。

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、

　　　　　　いきいき高齢課（東仮庁舎事務棟１階）、田沼・葛生の各行政センター

▲

提出先　　〒３２７－８５０１　いきいき高齢課（住所不要）

　　　　　　ＦＡＸ（２１）３２５４　ikiikikourei@city.sano.lg.jp

■

問合せ　　いきいき高齢課☎（２０）３０２１

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）を
実
施
し
ま
す

　

次
の
４
件
の
案
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
電
話
に

よ
る
意
見
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
）。

　

資
料
の
閲
覧
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
た
だ
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
期
間
中
、
常
時
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

佐野市ひとり親家庭等自立促進計画（第二期）（案）
　ひとり親家庭などの誰もが自立し安心して暮らすことができるよう、ひとり親家庭な

どの自立支援を推進するための計画（案）がまとまりましたので、ご意見を募集します。

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、

　　　　　　家庭児童相談室（東仮庁舎事務棟２階）、田沼・葛生の各行政センター

▲

提出先　　〒３２７－８５０１　家庭児童相談室（住所不要）

　　　　　　ＦＡＸ（２４）２７０８　kateizidou@city.sano.lg.jp

■

問合せ　　家庭児童相談室☎（２０）３００２

（仮称）葛生行政センター整備基本計画（案）
　（仮称）葛生行政センターを整備するにあたり、計画の策定を進めています。

　このたび、計画（案）がまとまりましたので、ご意見を募集します。

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、

　　　　　　行政経営課（南仮庁舎１階）、田沼・葛生の各行政センター　

▲

提出先　   〒３２７－８５０１　行政経営課（住所不要）

　　　　　　ＦＡＸ（２２）９１０４　gyouseikeiei@city.sano.lg.jp

■

問合せ　　行政経営課☎（２０）３００５

【
意
見
提
出
方
法
】

　

各
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）の
意
見
記
入

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
各
提
出
先
へ
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
、
電
子
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

佐野市子ども・子育て支援事業計画（案）
　「子ども・子育て支援新制度」の円滑な実施に向けて策定する計画（案）がまとまりま

したので、ご意見を募集します。
▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、

　　　　　　こども課（東仮庁舎事務棟２階）、田沼・葛生の各行政センター

▲

提出先　　〒３２７－８５０１　こども課（住所不要）

　　　　　　ＦＡＸ（２４）２７０８　kodomo@city.sano.lg.jp

■

問合せ　　こども課☎（２０）３０２３

▲

募集期間　

　平成２６年１２月９日（火）～平成２７年１月９日（金）（必着）
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あなたの防犯対策は万全ですか？チェックしてみましょう！
　市内では、犯罪の総数は減少傾向にありますが、今年に入り自動車盗が増加している他、声かけ・わ
いせつ事案なども発生しています。犯罪から自分、家族、地域を守るための対策は万全でしょうか？年
末に向けて、もう一度チェックをしてみましょう。

●あなたの防犯意識は？

質問 チェック欄 説明

近所でどんな犯罪がおきているか知っています
か？

□はい 
□いいえ 　泥棒が犯行をあきらめた理由で最も多

いのは「声をかけられた」というものです。

　普段からの近所づきあいが防犯につな

がります。また、子どもたちに防犯に対す

る意識付けをするとともに、通学路や近所

の危険箇所をご家族で話し合いましょう。

　警察では犯罪発生情報などをメールで

発信するサービスを行っています。　

普段から、家族やご近所の人と防犯について、話し
をしていますか？

□はい 
□いいえ

普段見ない人でも「こんにちは」などと地域ぐるみ
で声かけをしていますか？

□はい 
□いいえ

家にいるときはもちろん、ゴミ出しなどちょっと家
を空ける時でも、鍵をかけていますか？

□はい 
□いいえ

来訪者があったときは、不用意にドアを開けず、相
手を確認してからドアを開けていますか？

□はい 
□いいえ

●あなたの家は？

質問 チェック欄 説明

玄関など泥棒が侵入可能な場所は、周囲からの見通
しが確保されていますか？

□はい 
□いいえ 　空き巣などの泥棒は、下見をするのがほ

とんどで、侵入する家が留守かどうか、侵

入する玄関や窓が、塀や植栽などで外から

見通しの悪い死角になっているか下見し

ます。外からの見通しが良く、泥棒に入り

にくい家だと思わせることが重要です。

　また、侵入までに５分を超えると約７割

があきらめるという調査結果があります。

補助錠のほか、防犯フィルムやアラームセ

ンサーなど防犯設備を取り付けましょう。

長期留守にするときは新聞をとめるなど、留守と悟
られないようにしていますか？

□はい 
□いいえ

家の周囲に、侵入の足場になるような物を置いたま
まにしていませんか？

□はい 
□いいえ

玄関や窓に補助錠をつけていますか？ □はい 
□いいえ

鍵を郵便受けなどに保管していませんか？ □はい 
□いいえ

留守の時、家の様子に注意をしてくれるご近所の方
はいますか？

□はい 
□いいえ

●あなたの車は？

質問 チェック欄 説明

車から離れるときは、必ず鍵をかけていますか？ □はい 
□いいえ

　最近は完全施錠であっても盗難被害に

遭う自動車ですが、それでも３割は無施錠

による被害です。必ず鍵をかけましょう。

　また、車庫を明るく見通しの良い状態に

し、門扉やシャッターで物理的に盗めない

状態にしておくことが大切です。

車庫にはシャッターやサーチライトなどが設置され
ていますか？またハンドルロック、イモビライザー、
警報アラームなど盗難防止対策をしていますか？

□はい 
□いいえ

車の中に、貴重品やバッグなどを置いたままにして
いませんか？

□はい 
□いいえ

●あなたの外出時は？

質問 チェック欄 説明

暗がりや人気のない道は避けるようにしています
か？

□はい 
□いいえ

　特に女性や子どもに対する犯罪は、一人

の時を狙っています。わいせつ事案やひっ

たくりの被害に遭わないように、常に周囲

に注意を払うことが重要です。

　携帯電話に夢中になっていたり、音楽プ

レイヤーをイヤホンで聴きながらでは、周

囲の異変に気づきません。「ながら」行動

は危険がいっぱいです。

バッグなどを車道と反対側に持つようにして歩いた
り、自転車の前かごに防犯ネットをつけるなどして
いますか？

□はい 
□いいえ

銀行の帰りなど、多額の現金を持ち歩く時は、周囲
に注意していますか？

□はい 
□いいえ

帰宅時、付近に不審者がいないか確認し、家に入っ
たら直ぐに鍵をかけていますか？

□はい 
□いいえ

　いかがでしたか？「はい」の欄に多くチェックがついていますか？「いいえ」の欄が多い人はできる

ことから積極的に取り組みましょう。　　　　　　　　　　

■

問合せ　危機管理課☎（２０）３０５６
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年末年始のごみ収集業務などのお知らせ

区 分 種類など 年末年始の休業日

ごみの
収集

ステーション収集
燃えるごみ １２月２８日（日）、

１月１日（祝・木）～４日（日）資源ごみ・燃えないごみなど

戸別訪問収集受付
粗大ごみ・廃家電
（テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、
洗濯機・衣類乾燥機）

１２月２７日（土）～１月４日（日）
※年内の収集を希望する場合は、
　１２月２２日（月）までにお申し
　込みください

ごみの持ち込み
みかもクリーンセンター（佐野地区）
葛生清掃センター（田沼・葛生地区）

１２月２８日（日）、
１月１日（祝・木）～４日（日）

し尿くみ取り

佐野防疫社☎（６２）２４３６
１２月３０日（火）～１月４日（日）

城 南 興 業☎（２２）１９９９

柳　　　営☎（８５）４１１１ １２月２９日（月）～１月６日（火）

みかもクリーンセンターへのごみの持ち込みについて
　年末年始は大変混み合います（２時間程かかることもあります）ので、ごみの持ち込みはなるべくこの

時期を避けるようお願いします。

　なお、分別が守られていない場合は、持ち込みをお断りすることがありますので、「ごみの分け方・

出し方」、「ごみ分別の手引き」などでよく確認してください。

ごみ出しは午前８時までに
　年末年始はいつもとは収集時間が異なる場合があります。ごみは収集日当日の午前８時までに、決め

られたごみステーションに出してください。収集日は「家庭ごみ収集カレンダー」で確認してください。

至　栃木市岩舟町

こちらからは入れません

こちらが入り口となります

▲

年末年始営業日＝１２月２９日（月）～３１日（水）　※２８日（日）は休業

　　　　　　　　　年始は１月５日（月）から

○年末はみかもクリーンセンターへのごみ持ち込みの入口が変更になります

▲

搬入口の変更日＝１２月２９日（月）、３０日（火）、３１日（水）

■

問合せ　クリーン推進課☎（２２）２６５４・葛生清掃センター☎（８６）４３５１
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

申
込
・
問
合
せ
は
、
健
康
増
進

課
☎
（２４）
５
７
７
０
へ

●
健
康
サ
ポ
ー
ト
さ
の

健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

健
康
サ
ポ
ー
ト
さ
の
の
会
員
を

養
成
し
ま
す
。
食
事
や
運
動
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。
▼
日
時
＝

１
月
15
日
（木）
・
29
日
（木）
、
２
月
12

日
（木）
・
27
日
（金）
、
３
月
12
日
（木）
の

全
５
回
。
各
日
午
前
10
時
〜
正
午

予
定

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館
、
ま

た
は
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま　

▼
内
容
＝
生
活
習
慣
病
予
防
や
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
な
ど
の
話
や

調
理
実
習
、
ロ
コ
モ
予
防
の
体
操

な
ど
▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

▼
申
込
期
限
＝
１
月
７
日
（水）
ま
で

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

１
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
や
会

場
の
変
更
希
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
１
月
の
集
団
健
診
日
程

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
▼
日
時
・
会
場
＝
１
月
18
日

（日）
佐
野
、19
日
（月）
田
沼

（
医
師
）ほ
か
、
看
護
師
な
ど

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
民
病
院
☎
（６２）

５
１
１
１（
亀
田
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（土）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
市
民
病

院
Ａ
棟
５
階
研
修
室　

▼
講
師
＝

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員　

▼
定
員
＝
先
着
30
人（
無
料
）

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■
申
込
＝
12
月
５
日
（金）
ま
で
に
、

同
セ
ン
タ
ー
☎
（６２）
８
２
８
１

保
健
セ
ン
タ
ー
で
働
く
臨
時

嘱
託
員

▼
対
象
＝
保
健
師
の
資
格
を
有
す

る
方　

▼
期
間
・
定
員
＝
①
平
成

27
年
４
月
１
日
〜
同
年
９
月
30
日

ま
で
１
人
、
②
平
成
27
年
４
月
１

日
〜
28
年
3
月
31
日
ま
で
１
人

▼
勤
務
時
間
＝
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時　

▼
内
容
＝
母
子
保
健
事
業

ほ
か　

▼
報
酬
＝
日
額
８
７
０
０

円　

▼
申
込
＝
12
月
１
日
（月）
〜
19

日
（金）
の
間
に
、
履
歴
書
と
資
格
免

許
証
を
持
参
し
、
健
康
増
進
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２４）
５
７
７
０

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午

（
日
曜
・
祝
日
、12
月
31
日
（水）
〜
１

月
３
日
（土）
を
含
む
）

※
12
月
31
日
（水）
は
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
に
診
療
し
ま
す
（
正
午
〜

午
後
１
時
を
除
く
）

※
お
越
し
に
な
る
際
は
、
必
ず
事

前
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

子
ど
も
救
急
電
話
相
談　

　

お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
や
け
が

で
心
配
な
と
き
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
受
付
時
間
＝（
月
曜
〜
土
曜
日
）

午
後
６
時
〜
翌
日
午
前
８
時
、（
日

曜
・
祝
日
）
終
日
受
付

■
連
絡
先
＝
☎
０
２
８（
６
０
０
）

０
０
９
９
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場

合
、
局
番
な
し
の
♯
８
０
０
０
）

在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

在
宅
医
療
へ
の
理
解
を
深
め
、

看
と
り
を
含
め
た
医
療
や
介
護
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
（
事
前
申
込
不

要
）。
▼
日
時
＝
12
月
17
日
（水）
午

後
２
時
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝

安
足
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
足
利

市
）▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
関

隆
郎
さ
ん（
足
利
医
師
会
会
長
）

▼
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
＝
関
薫
子
さ
ん

健
康
福
祉

各
日
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

※
こ
の
他
に
も
女
性
の
み
の
日
が

あ
り
ま
す

※
医
療
機
関
で
も
が
ん
検
診
・
特

定
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

が
ん
検
診
受
診
券
に
同
封
さ
れ

た
チ
ラ
シ
を
参
考
に
、
医
療
機
関

に
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
患
者
さ
ん

の
生
活
習
慣
、
病
歴
な
ど
を
把
握

し
て
い
る
た
め
、
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
で
き
、
重
症
化

を
防
げ
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
場

合
に
は
、
適
切
な
専
門
医
な
ど
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
正
午
〜
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
午
後
７

時
30
分
〜
10
時
30
分

※
平
日
の
受
付
は
夜
間
の
み

※
12
月
31
日
（水）
〜
１
月
４
日
（日）
も

受
け
付
け
し
ま
す
。
な
お
元
旦
の

み
午
前
10
時
か
ら
に
な
り
ま
す

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５

募

集

グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ

水

あおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０

もおもててなししの心でで しししえし すますますしのししししししししし ででででででてなてな でおお ええななななおもても 心心心心心心 ええ迎迎の心 おなお えなおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますももももももてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおおおてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおお すすすすすすすすすすすすすすす
いいいわ くくくくくくくくせくいいいいいいいいいいいいい                        おお お                                    気 におに わわわわお気 にお い合わせくくださださいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださだ いいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださいいいいいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせ だだだだだだだいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ くせくせくせくせくせくせくせせせせ だだだだだだだおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問おおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問問い問い問い問い問い問い問いいいいい問い問い問い問い問い問い問いいいい いいいいいい

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください

佐野犬伏
デイサービスセンター

市犬伏下町１７６５１☎２４

デイサ ビスセンタ

わかくさ
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

公
立
保
育
園
の
保
育
士
募
集

▼
対
象
＝
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
方　

▼
期
間
＝
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら　

▼
定
員
＝
若
干
名

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時（
時
差
出
勤
あ
り
）　

▼
報
酬
＝
日
額
８
７
０
０
円　

▼
申
込
＝
12
月
26
日
（金）
ま
で
に
、

履
歴
書
と
写
真（
履
歴
書
と
同
じ

も
の
）
を
持
参
し
、
保
育
課（
東

仮
庁
舎
事
務
棟
２
階
）
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
３
８

（公財）
三
好
園
の
奨
学
生
募
集

▼
対
象
＝
高
校
卒
業
者
、
卒
業
見

込
者
で
学
校
長
の
推
薦
す
る
方

で
、
①
４
年
制
大
学
進
学
者
で
学

習
活
動
そ
の
他
の
品
行
が
正
し

く
、
健
康
で
、
将
来
社
会
に
貢
献

し
う
る
有
用
な
人
材
で
あ
る
方
、

②
出
身
高
校
ま
た
は
在
学
校
に
お

け
る
全
学
年
を
通
じ
た
学
習
成
績

評
定
平
均
値
が
、
５
を
満
点
と
し

た
と
き
に
４
以
上
で
あ
る
方

▼
貸
与
金
額
・
期
間
＝
年
額
36
万

円
・
在
学
４
カ
年　

▼
申
込
＝
平

成
27
年
３
月
末
日
ま
で
に
、
履
歴

書
、
推
薦
書（
指
定
）、
成
績
証

明
書
、
小
論
文「
私
に
と
っ
て
の

社
会
貢
献
と
は
」（
約
800
字
）
を
添

え
て
直
接
、

（公財）
三
好
園（
田
沼
町

＊ 「障がい者手帳」をお持ちの方
＊ 提供する作業を行うことが出来る方
＊ 学校を卒業して就労を希望するが、就労に必要
 な体力や知力、経験に自信のない方
＊ 就労の経験はあるが様々な理由で離職したため、
 再度就労に向けて体力や能力を高めたい方

＊
＊
＊

＊

利用
対象者
利用
対象者

就労継続支援B型事業

ご
連
絡
頂
け
れ
ば

　
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。佐野市石塚町1296-3　TEL 0283-55-0026

利
用
者
募
集
！！

TEL.

15
日
（木）
、（
Ⅱ
期
）２
月
６
日
（金）
〜

19
日
（木）
の
期
間
、
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
に
、
直
接
同
校
へ

■
問
合
せ
＝
同
校
☎
（２３）
７
５
３
８

佐
野
市
民
大
学

●
講
演
「
正
倉
院
宝
物
の
魅
力
」

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
田
澤
梓
さ
ん
（
奈
良
国

立
博
物
館
学
芸
部
研
究
員
）

▼
定
員
＝
100
人
（
無
料
・
手
話
通

訳
あ
り
）

■
申
込
＝
同
館
☎
（２４）
５
７
７
１

●
コ
ン
サ
ー
ト
「
ピ
ア
ノ
四
重
奏

に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
調
べ
」

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
新
井
啓
泰
さ
ん
率

い
る
ピ
ア
ノ
四
重
奏
楽
団
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時
＝
２
月
15
日
（日）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館　

▼
費
用
＝
一
般
千
円
、
中
学
生
以

下
無
料　

■
申
込
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館
☎

（２４）
５
７
７
１
、
田
沼
中
央
公
民
館

☎
（６１）
１
１
３
５
、
葛
生
地
区
公
民

館
☎
（８６）
３
４
１
４

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
０
７

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・
栃
木
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム
㈱（
天
神
町
）、
建
築
住
宅

課（
田
沼
庁
舎
新
館
１
階
）、佐
野
・

葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
で
、
12
月

１
日
（月）
か
ら
配
布
す
る「
募
集
の

ご
案
内
」を
必
ず
ご
確
認
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
堀
米
（
３

Ｄ
Ｋ
）、
米
山
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３

Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
）、米
山
南（
３
Ｄ
Ｋ
）、

下
田
沼（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、
吉
水
（
４

Ｄ
Ｋ
）、
駅
南
ハ
イ
ツ（
３
Ｄ
Ｋ
）

▼
家
賃
＝
各
住
宅
そ
れ
ぞ
れ
入
居

さ
れ
る
世
帯
の
収
入
に
よ
り
決
定

▼
申
込
＝
12
月
８
日
（月）
〜
19
日
（金）

の
間
に
、
同
管
理
者
へ　

■
問
合
せ
＝
同
管
理
者
☎
（２１）
６
０

０
６

佐
野
市
医
師
会
附
属
佐
野
准

看
護
学
校
の
生
徒
募
集

▼
試
験
日
＝（
Ⅰ
期
）１
月
17
日
（土）

（
Ⅱ
期
）２
月
21
日
（土）　

▼
科
目
＝

一
般
教
養
、
小
論
文
、
面
接　

▼
定
員
＝
40
人
▼
費
用
＝
１
万
円

▼
合
格
発
表
＝（
Ⅰ
期
）１
月
26
日

（月）
、（
Ⅱ
期
）２
月
25
日
（水）

▼
申
込
＝（
Ⅰ
期
）１
月
７
日
（水）
〜

３
６
２
）へ

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

（http://w
w
w
.sankouen.org/

）

■
問
合
せ
＝

（公財）
三
好
園
☎
（６２）
５
４

９
７

納
税
通
知
書
用
封
筒
の
有
料

広
告
募
集

▼
募
集
枠
数
・
広
告
掲
載
料
＝

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
用

封
筒
２
枠
（
５
万
９
千
通
作
成
・

１
枠
８
万
円
）、
②
軽
自
動
車
税

用
封
筒
２
枠（
４
万
７
千
通
作
成
・

１
枠
６
万
円
）、
③
市
県
民
税
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
用
封
筒

２
枠
（
５
万
５
千
通
作
成
・
１
枠

８
万
円
）

※
作
成
通
数
は
予
定
数
で
す
。
な

お
実
際
の
発
送
通
数
と
は
異
な
り

ま
す　

▼
広
告
内
容
＝
封
筒
の
裏
面
で
１

枠
縦
60
ミ
リ
×
横
90
ミ
リ
・
１
色

刷
（
佐
野
市
広
告
掲
載
基
準
に
よ

る
も
の
、
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
）

▼
申
込
＝
12
月
１
日
（月）
〜
22
日
（月）

の
間
に
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
、
市
民
税

課（
東
仮
庁
舎
事
務
棟
２
階
）へ

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

催

物

し
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簡
単
な
ク
リ
ス
マ
ス
工
作　

■
申
込
受
付
＝
12
月
１
日
（月）
か
ら

「
新
春
か
る
た
会
」

　

恒
例
の
か
る
た
会
を
開
催
。
今

年
は
何
枚
取
れ
る
か
な
？

▼
日
時
＝
１
月
４
日
（日）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分（
事
前
申
込
不
要
）

●
葛
生
館
☎
（８６）
３
４
１
６

「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（日）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分（
開
場
１
時
30
分
）

▼
会
場
＝
葛
生
地
区
公
民
館

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
（
未
就
学

児
は
保
護
者
同
伴
）
▼
内
容
＝
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、 

ペ
ー
プ
サ
ー

ト
「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」、
サ

ン
タ
さ
ん
と
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
か
こ
う
！

■
申
込
受
付
＝
12
月
２
日
（火）
か
ら

【
図
書
館
の
年
末
年
始
の
休
館
】

　

佐
野
・
葛
生
館
は
12
月
29
日
（月）

〜
１
月
３
日
（土）
ま
で
、
田
沼
館
は

12
月
30
日
（火）
〜
１
月
３
日
（土）
ま
で

市
民
病
院

ク
リ
ス
マ
コ
ン
サ
ー
ト 

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
40
分　

▼
会
場
＝
市
民
病
院
１
階
待
合
ロ

ビ
ー　

▼
内
容
＝
院
内
保
育
園
児

の
合
奏
・
お
遊
戯
、
ソ
プ
ラ
ノ
コ

佐
野
市
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
第
５
回
佐
野
市
児
童
生
徒
写
生

大
会
作
品
展
（
入
場
無
料
）

▼
会
期
＝
12
月
16
日
（火）
〜
21
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■
問
合

せ
＝
文
化
振
興
課
☎
（６１）
１
１
６
４

財
団
20
周
年
記
念
講
演

第
２
回
わ
い
わ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー「
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
」 

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（日）
午
後
１
時

30
分
開
演（
開
場
０
時
30
分
） 

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

▼
内
容
＝
ゲ
ス
ト
に
永
井
愛
さ

ん
（
劇
作
家
・
演
出
家
、
二
兎
社

主
宰
）、
森
ま
ゆ
み
さ
ん
（
作
家
、

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）、
聞
き
手
に
松

井
憲
太
郎
さ
ん
（
富
士
見
市
民
文

化
会
館
館
長
）
を
迎
え
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー　

▼
定
員
＝
先
着
50
人

（
無
料
、
飲
み
物
付
き
）

■
申
込
＝

（公財）
佐
野
市
民
文
化
振
興

事
業
団
☎
（６２）
９
５
５
４

み
ん
な
で
語
ろ
う
・
正
造
さ

ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

　

郷
土
の
偉
人
・
田
中
正
造
を
と

ら
え
な
お
し
「
正
造
さ
ん
て
ど
ん

な
人
か
」
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（日）
午
後
１
時

〜
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市

中
央
公
民
館
▼
定
員
＝
200
人（
無

料
）■
問
合
せ
＝
田
中
正
造
大
学
・

坂
原
☎
（２３）
２
８
９
６

親
子
Ｄ
Ｅ
体
操
ク
リ
ス
マ
ス

会
　

親
子
で
一
緒
に
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
体
操
や
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（土）
午
前
10
時

〜
11
時　

▼
会
場
＝
ア
リ
ー
ナ
た

ぬ
ま　

▼
対
象
＝
未
就
学
児
童
の

親
子　

▼
定
員
＝
先
着
20
組

▼
費
用
＝
大
人
300
円
、
小
人
200
円

■
申
込
＝
12
月
３
日
（水）
よ
り
、
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
☎
（６１）
１
１
５
３

図
書
館
の
催
し

●
佐
野
館
☎
（２２）
１
８
３
３

「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（土）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分　

▼
内
容
＝
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー「
か
き
の
木
マ
ン
」、
人

形
劇「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」、 

他
に
も
手

話
の
う
た
や
大
型
絵
本
、
腹
話
術

な
ど
▼
定
員
＝
先
着
100
人（
無
料
）

■
申
込
受
付
＝
12
月
２
日
（火）
か
ら

●
田
沼
館
☎
（６１）
１
１
３
６

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
会
」

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（土）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分　

▼
内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

ン
サ
ー
ト（
事
前
申
込
不
要
）

■
問
合
せ
＝
同
院
☎
（６２）
５
１
１
１

あ
く
と
亭
早
春
寄
席　

▼
会
場
＝
あ
く
と
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
＝
同
プ
ラ
ザ
☎
（８６）
４
７

１
５

●
春
風
亭
柳
橋
の
落
語
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ　

▼
日
時
＝
２
月
22
日

（日）
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

（
１
時
開
場
）▼
出
演
＝
春
風
亭
柳

橋　

▼
費
用
＝
500
円（
お
茶
菓
子

つ
き
）　

※
ら
く
ご
会
の
チ
ケ
ッ

ト
と
は
別
料
金
に
な
り
ま
す

●
小
遊
三
・
柳
橋
ら
く
ご
会

▼
日
時
＝
２
月
22
日
（日）
午
後
３
時

30
分
開
演（
３
時
開
場
）▼
出
演
＝

三
遊
亭
小
遊
三
・
春
風
亭
柳
橋
ほ

か　

▼
料
金
＝
全
席
指
定（
一
般
）

２
８
０
０
円
、（
60
歳
以
上
・
障
が

い
者
）２
５
０
０
円　

※
未
就
学
児
入
場
不
可

津
軽
三
味
線　

柴
田
三
兄
妹
コ
ン
サ
ー
ト 

▼
日
時
＝
１
月
31
日
（土）
午
後
３
時

開
演（
２
時
30
分
開
場
）▼
会
場
＝

文
化
会
館　

▼
料
金
＝
全
席
自
由

（
一
般
）１
５
０
０
円
、（
学
生
）500

円　

※
発
売
中

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
７
２
１
１

佐野市相生町２８１６

0283-24-9569

Yes, we teach living English!
秋期生受付中

さの校

あしかが校 足利市大月町３－２
アシコタウンあしかが内

0284-40-2189

２０年の信頼と実績 ノア外語学院 検索
http://www.noahjpn.com １２月１０日（水）～２３日（火・祝）

　１月１９日（月）～３月１４日（土）

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

レイクサイド佐野予約受付まで
8：30～17：15（土日祝日除く）

ご予約・お問い合わせは

0283-61-1126 建物総合管理・フードサービス事業

株式会社   旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

４月分の受付開始！
市民優先予約１２月１日（月）より

上記期間中、市内発着の無料送迎バスを
毎日運行します。
１泊でも２泊でも、自由なスケジュールで
冬の日光を気軽にお楽しみください。

冬期
無料送迎バス
毎日運行
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

年
末
年
始
の
業
務

●
市
役
所（
一
般
業
務
）▼
休
み
＝

12
月
27
日
（土）
〜
１
月
４
日
（日）

■
市
役
所
代
表
☎
（２４）
５
１
１
１

●
市
民
病
院（
外
来
診
療
）

▼
休
み
＝
12
月
27
日
（土）
〜
１
月
４

日
（日）　
※
救
急
外
来
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
☎
（６２）
５
１
１
１

●
市
営
バ
ス「
さ
ー
の
っ
て
号
」　

　

通
常
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

な
お
、
道
路
状
況
に
よ
り
遅
延
が

発
生
し
ま
す
。
■
市
営
バ
ス
葛
生

車
庫
☎
（８６）
４
０
７
１

※
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
直
接

各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い年
末
年
始
の
交
通
規
制

●
佐
野
厄
よ
け
大
師
北
側

▼
規
制
期
間
＝
12
月
31
日
（水）
〜
１

月
５
日
（月）　

※
日
中
を
中
心
に
通

行
止
め
に
な
り
ま
す

●
唐
沢
山
▼
規
制
期
間
＝
12
月
31

日
（水）
午
後
10
時
〜
１
月
３
日
（土）
午

後
５
時　

※
上
り
は
富
士
町
・
奈

良
渕
町
側
か
ら
の
み
、
下
り
は
栃

本
町
側
の
み

○
初
詣
の
方
な
ど
で
、
た
い
へ
ん

込
み
合
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い

あ
な
た
の
税
が
未
来
を
拓
く

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

〜
２
０
１
４
冬
〜

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
は
、
貴
重
な
自
主
財
源

で
あ
る
市
税
収
入
の
確
保
は
大
変

重
要
で
す
。

　

ま
た
、
収
入
の
確
保
の
み
な
ら

ず
、
公
平
な
徴
収
に
よ
る
納
税
者

の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

滞
納
整
理
を
推
進
し
、
滞
納
を
防

止
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
11
月
か
ら
12
月
を
強
化
月
間

と
し
て
、
県
と
協
働
し
て
県
内
一

斉
に
徴
収
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
12
月
は
催
告
書
を
発
送
し
ま
す

　

催
告
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
す

ぐ
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
事
情
、
そ
の
他
の
事
情
に

よ
り
催
告
書
が
届
か
な
い
場
合
で

も
、
滞
納
の
ご
記
憶
が
あ
る
方
は

お
早
め
に
ご
納
付
く
だ
さ
い
。
な

お
、
す
で
に
納
税
相
談
を
さ
れ
た

方
へ
も
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
差
し
押
さ
え
処
分　

　

滞
納
が
あ
る
と
差
し
押
さ
え
の

可
能
性
が
常
に
あ
り
ま
す
。

　

財
産
調
査
の
う
え
、
給
与
、
預

貯
金
、
不
動
産
、
生
命
保
険
、
自

動
車
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い

ま
す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、
差
し
押
さ
え
た
財

産
の
換
金（
公
売
・
取
立
）を
行
い

ま
す
。

○
平
成
25
年
度
差
し
押
さ
え

件
数
２
３
８
３
件
、
換
価
額

２
億
２
３
４
０
万
３
３
５
８
円

　

滞
納
処
分
に
は
、
督
促
状
な
ど

の
印
刷
費
や
郵
送
料
、
財
産
調
査

や
差
し
押
さ
え
を
執
行
す
る
人
件

費
な
ど
、
多
大
な
経
費
が
掛
か
り

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
公
平
に
、
そ
し
て
平

等
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
収
納
課
☎

（２０）
３
０
１
０

舞
台
の「
ウ
ラ
側
」体
験
講
座

＆
無
料
コ
ン
サ
ー
ト

　

音
響
・
照
明
機
材
の
講
座
を
受

講
し
た
後
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ブ
ラ
ン

ド
ー
ル
を
モ
デ
ル
に
、
実
際
に
コ

ン
サ
ー
ト
の
準
備
か
ら
リ
ハ
ー
サ

ル
、本
番
ま
で
を
体
験
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
31
日
（土）
、
２
月
１

日
（日）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

▼
会
場
＝
あ
く
と
プ
ラ
ザ　

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上　

▼
講
師
＝
龍
福
孝
明
さ
ん
（
㈱
宇

都
宮
舞
台
サ
ー
ビ
ス
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

■
申
込
＝

（公財）
佐
野
市
民
文
化
振
興

事
業
団
☎
（６２）
９
５
５
４

※
２
月
１
日
（日）
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

み
の
観
覧
も
募
集
し
ま
す
！

（
先
着
300
人
ど
な
た
で
も
、無
料
）

佐
野
の
民
話
の
集
い 

　

故
郷
に
残
る
民
話
を
児
童
と
一

緒
に
語
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。
▼
日
時
＝
12
月
７
日
（日）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
出
演
＝
く
ず
う
民
話
の
会
ほ
か

※
事
前
申
込
不
要
・
無
料　

■
問
合
せ
＝
同
実
行
委
員
会（
荻

野
）
☎
０
９
０（
７
２
０
３
）４
５

１
５

お
知
ら
せ

『大切に想う心にお応えします』『大切に想う心にお応えします』

栃木県初！
動物葬祭１級ディレクター取得セレモニー

検 索アルシオーネ・コート佐野
ウエディングスクエア  アルシオーネ・コート佐野
TEL.0283－23－8400

ご婚礼、ご宴会のご予約も承っております。

佐野プレミアム・
アウトレットさん隣り

今
月
の
納
税

　

12
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
４
期
、
国
民
健
康
保

険
税
第
６
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０



KOUHOU SANO
H26.12

20

受
け
し
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
９
日
（火）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時

ま
で
）

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館　

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

人
権
週
間
で
す　

　

12
月
10
日
は「
世
界
人
権
宣
言
」

の
採
択（
１
９
４
８
年
12
月
10
日
）

を
記
念
し
て
、「
人
権
デ
ー
」と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
12
月
４
日
か
ら
10

日
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、「
み

ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
〜
考

え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
、
育
て
よ

う
思
い
や
り
の
心
〜
」
を
重
点
目

標
と
し
て
、
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
命

の
尊
さ
を
知
り
、「
共
に
生
き
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

日
交
付
に
な
り
ま
す

▼
申
請
先
＝
佐
野
・
田
沼
・
葛
生

の
各
総
合
窓
口
課（
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
の
み
）

●
ご
利
用
く
だ
さ
い
自
動
交
付
機

　

市
役
所
が
休
み
の
日
に
、
印
鑑

登
録
証
明
書
や
住
民
票
が
必
要
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
時
に
便
利
な
の
が
自
動
交

付
機
で
す
。

自
動
交
付
機
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
＝
自
動
交
付
機
は
ど
こ
に
あ

る
の
？

Ａ
１
＝
東
仮
庁
舎
事
務
棟
１
階
の

北
側
入
口
内
に
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
＝
利
用
で
き
る
時
間
は
？

Ａ
２
＝
全
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
で
す
。

※
水
曜
・
金
曜
の
窓
口
延
長
の
日

は
午
後
７
時
ま
で
。
１
月
１
日
〜

３
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た

停
電
、
定
期
点
検
な
ど
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

Ｑ
３
＝
交
付
機
で
ど
ん
な
証
明
書

が
と
れ
る
の
？

Ａ
３
＝
世
帯
全
員
の
住
民
票
、
個

人
の
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書

が
と
れ
ま
す
。

Ｑ
４
＝
利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
？

Ａ
４
＝
印
鑑
登
録
証
に
数
字
４
ケ

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら

せ■
問
合
せ
＝

佐
野
総
合
窓
口
課
☎
（２０）
３
０
１
６

田
沼
総
合
窓
口
課
☎
（６１）
１
１
２
４

葛
生
総
合
窓
口
課
☎
（８６）
４
７
１
３

●
身
分
証
明
と
し
て
住
基
カ
ー
ド

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

　

正
式
名
称
を「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
と
い
い
、
市
区
町
村
が

交
付
す
る
安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
す
。

　

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
な
ら
、

銀
行
な
ど
の
窓
口
の
手
続
き
や
、

住
民
票
等
証
明
書
請
求
の
際
に
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
と
同

様
に
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

ご
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
住
基

カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
電
子
証

明
書
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告
な

ど
の
行
政
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

▼
発
行
手
数
料
＝
500
円　

▼
有
効
期
間
＝
10
年　

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
印
か

ん
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
２
点

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

障
が
い
者
手
帳
、
各
種
保
険
証
、

通
帳
な
ど
）

※
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

障
が
い
者
手
帳
が
な
い
方
は
、
後

タ
の
暗
証
番
号
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
５
＝
暗
証
番
号
を
登
録
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
５
＝
総
合
窓
口
課
へ
印
鑑
登
録

証
と
運
転
免
許
証
ま
た
は
パ
ス

ポ
ー
ト
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
申

請
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
は
ご
本
人
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
６
＝
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
が

な
く
て
健
康
保
険
証
し
か
な
い
人

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
６
＝
印
鑑
登
録
証
と
健
康
保
険

証
と
登
録
印
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
申
請
後
、
市
役
所
か
ら
本
人

あ
て
に
照
会
文
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
そ
の
文
書
と
印
鑑
登
録
証
と

健
康
保
険
証
を
持
っ
て
再
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
暗
証
番

号
の
登
録
を
し
ま
す
。

Ｑ
７
＝
印
鑑
登
録
証
を
新
し
い
登

録
証（
自
動
交
付
機
用
カ
ー
ド
）に

交
換
す
る
手
数
料
は
？

Ａ
７
＝
す
で
に
印
鑑
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
で
印
鑑
登
録
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
無
料
で
す
。

特
設
困
り
ご
と
・
人
権
相
談

所
　

人
権
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と

の
相
談
を
、
人
権
擁
護
委
員
が
お

ＴＥＬ ０２８４－２２－４５０５

相続・遺言書に関する相談は

弁護士法人

小沼総合法律事務所
弁護士  小沼正毅 　　弁護士  髙山雄介

栃木県弁護士会

栃木県足利市永楽町９－４  大協ビル２階
平日：９時～１８時  土曜日：９時～１２時  日祝休
URL：http://www.konumalawoffice.com

なんでもやります隊
遺品整理・引越し・買物代行・庭木の手入れ・
ハウスクリーニング・家具の移動、不用品片付け
など、その他どんな小さな事でも対応します。
一人で悩まずまずはご相談…佐野市民限定キャンペーン

ゴミはゼロよ
㈱YO企画   便利屋事業部
足利市通３丁目 足利織物会館内

クーポン券２０％オフ　１２月末まで

☎ 0120-538-064
古物商許可証第４３１３４００１８３７１号

３６５日２４時間
スピード対応
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

変
更
し
た
場
合
に
は
、
資
産
税
課

に
「
家
屋
補
充
課
税
台
帳
登
録
変

更
届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

同
届
は
資
産
税
課
（
東
仮
庁
舎
事

務
棟
２
階
）、
田
沼
・
葛
生
の
総

合
窓
口
課
、
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。
ま

た
、
受
付
は
各
総
合
窓
口
課
お
よ

び
各
支
所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、提
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

前
納
税
義
務
者
の
方
に
課
税
さ
れ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
登
記
し
て
あ
る
家
屋
の
名
義
変

更
は
、
法
務
局
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い　

■
問
合
せ
＝
資
産
税
課
☎

（２０）
３
０
０
９

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

期
限
は
12
月
10
日
ま
で
で
す

　

両
給
付
金
の
申
請
を
12
月
10
日

（水）
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
該
当
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
方
に
は
、
6
月
30
日
に
お

知
ら
せ
と
申
請
書
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
＝

社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
３
０

こ
ど
も
課
☎
（２０）
３
０
２
３

さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

交
通
規
制
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

　

運
動
公
園
周
辺
が
午
前
９
時
45

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
通
行
止
め

に
な
る
ほ
か
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
で
交
通
規
制
を
実
施
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（日）
雨
天
決
行

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
、
午
後
３
時

ま
で（
予
定
）

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎
（２６）
０
０
６
５

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対

し
て
、
学
用
品
費
、
給
食
費
、
医

療
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

　

申
請
の
際
は
、
就
学
先
の
学
校

や
お
近
く
の
民
生
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
学
校
教

育
課
☎
（６１）
１
１
７
２

未
登
記
家
屋
の
名
義
を
変
更

し
た
と
き

　

未
登
記
の
家
屋
を
所
有
す
る
方

で
、
平
成
26
年
中
に
売
買
、
贈
与
、

相
続
な
ど
に
よ
り
家
屋
の
名
義
を

基準金利①新車および中古車購入資金
②車修理代金および車部品購入資金
③車検費用、免許取得費用
④信販会社・クレジット会社での車借入金返済資金

変動金利
平成２６年１１月１０日現在

最大割引後金利　　

◇当金庫では、お客さまの取引に応じ（最大１.２％割引）、適用金利を決定いたします。
◇ご契約時には保証料が別途必要になります。
◇詳しくは、最寄りの店舗窓口にお尋ねください。

主な使い道

さのしんカーライフプランさのしんカーライフプランさのしんカーライフプラン

年年2.02.02.000000%%%年2.00%年2.00%
年年年年　　　  %年　　　  %

佐野市の施策⑧ 「都市ブランド④」 佐野市シティプロモーション推進基本計画について　

　１１月２０日（木）にバブリック・コメントを終了し、最終的な策定作業に入っている「佐野市シティ

プロモーション推進基本計画」の概要をご紹介します。  

●佐野市の計画の特徴　

　シティプロモーションに関する同様の計画・方針などを全国各地の自治体が定めていますが、佐野

市の計画では、他の自治体と大きく違う特徴として、以下の点が挙げられます。

　（１）「さのまるを活用したシティプロモーションの推進」を計画の推進テーマに設定

　（２）プロモーションの展開戦略を「４つの柱」として設定

　（１）については、今や対外的に佐野市を代表する存在へと変化した「さのまる」を市の「一体感」、市

民の「郷土愛」のシンボルとして位置づけ、プロモーションのあらゆる場面で活用していきます。

　（２）については「①さのまるの認知度向上を図るための展開」「②都市の魅力を発信・

醸成するための展開」「③佐野ブランドの価値を高めるための展開」「④充実した推進

体制の構築によるシティプロモーションの展開」の４つを「柱」として定め、各施策・

取り組みを体系的に推進します。

■

問合せ＝都市ブランド推進室☎（２０）３０４７
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農
業
委
員
会
☎
（６１）
１
１
５
１

農
業
用
免
税
証
の
交
付

　

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
軽
油
を
燃
料
と
す
る
農
業
用
機

械
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
耕
作

面
積
に
応
じ
て
、
軽
油
引
取
税
が

免
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
「
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的

な
作
業
の
す
べ
て
の
委
託
を
受
け

て
農
作
業
を
行
う
者
」
に
つ
い
て

も
免
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

免
税
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
安

足
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間
＝
１
月
７
日
（水）
〜
９

日
（金）　

▼
申
請
場
所
＝
同
事
務
所

（
安
蘇
庁
舎
）

▼
持
ち
物
＝
農
業
委
員
会
の
発
行

す
る
耕
作
証
明
書
、
印
か
ん
、
栃

木
県
収
入
証
紙（
420
円
）、
機
械
の

カ
タ
ロ
グ
な
ど
、
農
作
業
受
委
託

に
関
す
る
契
約
書
な
ど
の
受
託
作

業
の
内
容
を
証
す
る
書
類

■
問
合
せ
＝
同
事
務
所
☎
（２３）
１
４

５
８

無
料
調
停
相
談
会　

　

足
利
調
停
協
会
の
調
停
委
員
や

弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
事

前
申
込
不
要
）。

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（水）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
＝
金
銭
の
貸
借
、サ
ラ
金
・

信
販
、
宅
地
建
物
の
貸
借
、
境
界
、

相
隣
関
係
、
交
通
事
故
、
夫
婦
・

親
子
関
係
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、

扶
養
、
相
続
な
ど　

■
問
合
せ
＝

交
通
生
活
課
☎
（６１）
１
１
５
９

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？　

　

関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務

所
で
は
、
借
金
問
題
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
、

必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
受
付
＝

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前

８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

５
時（
電
話
ま
た
は
直
接
相
談
）

■
連
絡
先
＝
同
事
務
所
☎
０
２
８

（
６
３
３
）６
２
９
４

佐
野
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
２
０
１
４
の
有
効
期
限

　

有
効
期
限
は
平
成
26
年
12
月
31

日
（水）
ま
で
で
す
。
お
手
持
ち
の
商

品
券
は
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
■
問
合
せ
＝
商
工
会
議
所

☎
（２２）
５
５
１
１

国
民
年
金
の
保
険
料
は
「
社

会
保
険
料
控
除
」の
対
象
に

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
な
ど
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
申
告
な
ど
の
手
続

き
を
さ
れ
る
際
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」、
ま
た
は
領
収
証
書
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
26
年

12
月
31
日
現
在
で
、
製
造
業
を
営

む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、統
計
法
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象
事

業
所
に
お
伺
い
し
、
調
査
票
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
政
策
調

整
課
☎
（８６）
３
４
２
３

児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
や
、
父
ま
た
は
母
が
重

度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

を
養
育
す
る
方
、
も
し
く
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
で
い
う
児
童
と

は
18
歳
に
達
す
る
年
の
年
度
末
ま

で
で
す
（
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
と
な
り
ま
す
）

▼
手
当
月
額
＝

・
児
童
１
人
に
、
４
万
１
０
２
０

円
〜
９
６
８
０
円

・
２
人
目
５
千
円
加
算
、
３
人
目

以
降
１
人
に
つ
き
３
千
円
加
算

▼
所
得
制
限
＝
受
給
者
本
人
や
同

居
親
族
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の

制
限
額
を
超
え
て
い
る
場
合
は
手

当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
停
止
さ

れ
ま
す　

▼
支
給
日
＝
12
月
、
４

月
、
８
月
の
10
日

【
制
度
改
正
に
つ
い
て
】

　

こ
れ
ま
で
は
、
公
的
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
場
合
ま
た
は
障

害
者
年
金
を
受
給
し
て
い
て
子
の

加
算
を
選
択
し
て
い
る
場
合
は
、

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
12
月
よ
り
年
金

の
受
給
額
よ
り
児
童
扶
養
手
当
額

が
大
き
い
場
合
は
、
年
金
と
の
差

額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
手
当
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
２
３

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
の
受
付

　

農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
作

成
す
る
た
め
、
登
載
申
請
書
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
平

成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
耕
作
す
る
農
家
な
ど　

▼
配
布
＝
12
月
25
日
頃
、
農
政
協

力
員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

※
一
部
、
郵
送
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。
配
布
さ
れ
な
い
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
提
出
＝
農
業
委
員
会
事
務
局

（
田
沼
庁
舎
本
館
２
階
）、
佐
野
・

葛
生
の
総
合
窓
口
課
、JA
佐
野
本
・

支
店
ま
た
は
農
政
協
力
員

※
１
月
10
日
（土）
ま
で
に
農
業
委
員

会
へ（
JA
佐
野
や
農
政
協
力
員
を

通
じ
て
提
出
す
る
方
は
、
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
）
■
問
合
せ
＝
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『
目
指
せ
技
能
士
・
建
築
士
』

佐
野
共
同
高
等
産
業
技
術
学

校　

平
成
27
年
度
生
徒
募
集

▼
募
集
学
科
・
定
員
＝
普
通
課
程

（
男
女
共
学
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
学
習
含
む
）

・
木
造
建
築
科
15
人

・
建
築
設
計
科
15
人

▼
授
業
料
＝
年
額
６
万
円（
入
学

金
・
教
材
費
含
む
）　

▼
申
込
＝
12
月
３
日
（水）
〜
３
月
20

日
（金）
ま
で
に
、
入
学
願
書
に
入
学

金
５
千
円
を
添
え
て
、
直
接
学
校

へ（
火
〜
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
の
み
受
付
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
校
☎
（２３）
７
１
０
９

楽
習
講
師
企
画
講
座

　

申
込
は
、
生
涯
学
習
課
☎
（６１）
１

１
７
４
へ

●
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
基
本
を

マ
ス
タ
ー

　

小
学
生
対
象
の
短
期
集
中
講
座

で
す（W

indow
s7/8/8.1

）。

▼
日
時
＝
12
月
27
日
（土）
・
28
日
（日）
、

１
月
６
日
（火）
・
７
日
（水）
（
全
４
回
）

午
前
10
時
〜
正
午　

▼
会
場
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
こ

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

講

座

こ
ね
っ
と　

▼
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
唐
沢
Ｐ
Ｃ　

▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
費
用
＝
２
千
円（
資
料
代
）

▼
持
ち
物
＝
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
貸
出
は
先
着
２
台
）な
ど

●
は
じ
め
て
の
ウ
ク
レ
レ
♪

　

楽
器
が
は
じ
め
て
の
方
で
も
楽

し
く
レ
ッ
ス
ン
♪
Ｃ
Ｄ
テ
キ
ス
ト

に
基
づ
き
や
さ
し
く
学
べ
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
11
・
25
日
（木）（
全
２

回
）
正
午
〜
午
後
１
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
谷
中
敦
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
10
人（
無
料
）

▼
持
ち
物
＝
ウ
ク
レ
レ（
貸
出

可
）、筆
記
用
具
な
ど　

●
休
日
開
催
！
家
族
で
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
楽
し
も
う
！

　

こ
の
機
会
に
家
族
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　

▼
日
時
＝
12
月
23
日（
祝
・
火
）午

前
11
時
〜
正
午　

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館　

▼
対
象
＝
２
か
月
〜
ハ
イ
ハ
イ
く

ら
い
ま
で
の
親
子　

▼
講
師
＝
柏
倉
美
香
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
10
組　

▼
費
用
＝
一
組
千
円（
オ
イ
ル
代
、

参
加
者
が
増
え
る
ご
と
に
500
円

増
）

▼
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤

ち
ゃ
ん
の
水
分（
母
乳
な
ど
）

●
マ
マ
友
作
り
も
出
来
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会

　

マ
マ
友
を
作
っ
て
子
育
て
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
12
月
19
・
26
日
（金）（
全
２

回
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
対
象
＝
２
か
月
〜
ハ
イ
ハ
イ
く

ら
い
ま
で
の
親
子　

▼
講
師
＝
柏
倉
美
香
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
10
組

▼
費
用
＝
千
円（
オ
イ
ル
代
）

▼
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤

ち
ゃ
ん
の
水
分（
母
乳
な
ど
）

●
巻
き
巻
き
ク
ラ
ブ

　

伝
統
の
飾
り
巻
き
に
季
節
の
絵

柄
を
取
り
入
れ
て
、
作
る
こ
と
食

べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（日）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時（
試
食
あ
り
）

▼
会
場
＝
犬
伏
地
区
公
民
館　

▼
講
師
＝
永
島
和
美
さ
ん
（
調
理

師
）

▼
定
員
＝
先
着
12
人

▼
費
用
＝
２
５
０
０
円（
材
料
費
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、保
冷
剤
、

ラ
ッ
プ
、
タ
ッ
パ
ー
な
ど

消費生活センターからのお知らせ

「架空請求」の詐欺にご注意ください。

　ハガキやメールで

　「確認通知書」、「民事訴訟最終通知書」

　「消費者確認通知」

　などが届いたとの相談が増えています。

　これらは「架空請求」の詐欺のおそれがありま

す。まずは、消費生活センターへ相談してくださ

い。

■問合せ＝消費生活センター（田沼庁舎本館１階）

　☎（６１）１１６１　※平日午前９時～午後４時

　※１２月２６日（金）まで、１月５日（月）から

消費者ホットライン☎０５７０（０６４）３７０

　※土・日曜日、祝日の午前１０時～午後５時

　※１２月２７日（土）まで、１月４日（日）から　

　　（ホットライン運用時間外は、音声にて案内）

クリーン推進課からのお知らせ

年末の大掃除の前に…整理・収納のポイント

　佐野市在住の整理収納アドバイザーの斉藤真弓

さんにポイントをお聞きしました。

• 収納するスペースは限られています。本当に欲

しいものだけ買いましょう

• 買物をする時ためらうことありませんか？ため

らった商品は買っても使いません

• 整理→収納→整頓の順で。うまく片付けができ

ない人は収納から始めてしまっています

　整理・収納が上手に出来るようになれば、ごみ

の減量化、時間の有効利用につながります。

　１日１５分、引出し１つから片付けを始めてみ

ましょう。

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３
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楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

　

安
全
な
食
材
で
、
季
節
の
料
理

を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
日
時
・
内
容
＝

12
月
17
日
（水）
「
家
庭
で
で
き
る
ク

リ
ス
マ
ス
料
理
」

12
月
24
日
（水）
「
家
庭
で
で
き
る
お

せ
ち
料
理
」

各
回
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館　

▼
講
師
＝
小
倉
徳
次
さ
ん

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人

▼
費
用
＝
各
千
円（
材
料
代
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
な
ど

■
申
込
＝
交
通
生
活
課
☎
（６１）
１
１

５
９　

※
広
く
受
講
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
ど
ち
ら
か
の
一
方
で
の

申
込
を
お
願
い
し
ま
す
（
定
員
に

達
し
な
け
れ
ば
両
方
可
）

田
沼
中
央
公
民
館
趣
味
の
講
座

　

田
沼
中
央
公
民
館
で
行
い
ま

す
。
申
込
は
12
月
２
日
（火）
以
降
、

同
館
☎
（６１）
１
１
３
５
へ

●
ア
イ
ヌ
紋
様
「
木
彫
り
の
ペ
ン

ダ
ン
ト
と
刺
繍
作
り
」

▼
日
時
＝
12
月
９
・
16
日
（火）（
全
２

回
）
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
講
師
＝
星
野
工
さ
ん
（
元
東
京

ア
イ
ヌ
協
会
会
長
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
千
円（
材
料
代
）

▼
持
ち
物
＝
裁
縫
用
針
な
ど

●
し
め
縄
飾
り
を
作
ろ
う

▼
日
時
＝
12
月
25
日
（木）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

▼
講
師
＝
津
布
久
義
秀
さ
ん
（
社

会
教
育
指
導
員
）

▼
定
員
＝
先
着
10
人　

▼
費
用
＝
200
円（
材
料
代
）

▼
持
ち
物
＝
は
さ
み
な
ど

葛
生
地
区
公
民
館
市
民
教
養

講
座「
し
め
縄
飾
り
作
り
」

　

手
作
り
の「
し
め
縄
飾
り
」で
新

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
12
月
24
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
▼
会
場
＝
同
館

▼
講
師
＝
津
布
久
義
秀
さ
ん
（
社

会
教
育
指
導
員
）

▼
定
員
＝
先
着
10
人　

▼
費
用
＝
200
円（
材
料
代
）

▼
持
ち
物
＝
は
さ
み
な
ど

■
申
込
＝
12
月
２
日
（火）
以
降
、
同

館
☎
（８６）
３
４
１
４

楽
し
い
レ
ク
ゲ
ー
ム

実
技
指
導
講
習
会

　

佐
野
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
で
は
、
レ
ク
に
関
す
る
実
技
を

習
得
し
、
地
域
や
学
校
、
児
童
施

設
や
福
祉
施
設
な
ど
で
レ
ク
ゲ
ー

ム
の
指
導
や
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
支
援
で
き
る
よ
う
、
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
20
日
〜
２
月
17
日

の
毎
週
火
曜
日（
全
５
回
）午
後
７

時
〜
９
時
30
分

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
対
象
＝
レ
ク
指
導
者
を
目
指
す

方
、
子
ど
も
の
教
育
・
福
祉
に
関

わ
っ
て
い
る
方
、
広
く
レ
ク
活
動

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

▼
定
員
＝
先
着
30
人
程
度

▼
費
用
＝
千
円　

■
申
込
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課

☎
（２６）
０
０
６
５

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

　

申
込
は
12
月
５
日
（金）
以
降
、
同

セ
ン
タ
ー
☎
（６２）
８
８
８
１
へ

▼
会
場
＝
同
セ
ン
タ
ー

●
は
じ
め
て
の
サ
ッ
カ
ー

▼
日
時
＝
１
月
28
日
〜
３
月
４
日

の
毎
週
水
曜
日（
全
５
回
）午
後
６

時
〜
７
時
30
分
▼
対
象
＝
小
学
生

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
２
千
円

●
硬
式
テ
ニ
ス（
成
人
）　
　
　

▼
日
時
＝
１
月
10
日
〜
３
月
14
日

の
毎
週
土
曜
日（
全
10
回
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

▼
対
象
＝
高
校

生
以
上　

▼
定
員
＝
先
着
16
人　

▼
費
用
＝
５
千
円

●
硬
式
テ
ニ
ス（
ジ
ュ
ニ
ア
）

▼
日
時
＝
１
月
10
日
〜
３
月
14
日

の
毎
週
土
曜
日（
全
10
回
）午
後
１

時
〜
２
時
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生

▼
定
員
＝
先
着
16
人　

▼
費
用
＝
５
千
円

※
佐
野
市
テ
ニ
ス
協
会
と
共
催

●
リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　
　
　

▼
日
時
＝
１
月
６
日
〜
３
月
10
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
10
時

50
分　

▼
対
象
＝
成
人
以
上

▼
対
象
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
各
回
300
円

●
骨
盤
矯
正
体
操

▼
日
時
＝
１
月
８
日
〜
３
月
12
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
10
時

50
分　

▼
対
象
＝
成
人
以
上

▼
対
象
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
各
回
300
円

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

　

申
込
は
12
月
11
日
（木）
以
降
、
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
☎
（６１）
１
１
５
３
へ

（
月
曜
休
館
）

▼
会
場
＝
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

▼
対
象
＝
一
般
成
人　

▼
費
用
＝
各
５
千
円
（
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
み
１
回
500
円
）

●
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
（
骨

盤
体
操
）
教
室

▼
日
時
＝
１
月
20
日
〜
３
月
24
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
７
時

50
分　

▼
定
員
＝
先
着
25
人

●
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室　
　
　

▼
日
時
＝
１
月
14
日
〜
３
月
18
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
20
分　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

●
は
じ
め
て
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教

室　

▼
日
時
＝
１
月
15
日
〜
３
月

19
日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜

７
時
50
分　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

●
ヨ
ガ
教
室　
　

▼
日
時
＝
１
月
15
日
〜
３
月
26
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時

※
３
月
19
日
（木）
は
休
み

▼
対
象
＝
先
着
25
人　

●
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

▼
日
時
＝
１
月
15
日
〜
３
月
26
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜

３
時
30
分
※
３
月
19
日
（木）
は
休
み

▼
対
象
＝
先
着
25
人

●
ス
テ
ッ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▼
日
時
＝
１
月
16
日
〜
３
月
20
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

８
時
30
分　

▼
対
象
＝
先
着
30
人

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
日
時
＝
１
月
８
日
〜
３
月
26
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

▼
対
象
＝
先
着
24
人
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★開館１０周年を記念し作成した図録「人間国宝田

村耕一陶芸館全作品集」を販売中です。

　歌舞伎の人気演目「暫」の鎌倉権

五郎や、「仮名手本忠臣蔵」の五段

目に登場する定九郎など、歌舞伎

を題材とした押絵羽子板を３５点

展示しています。

▼会期＝

１月２９日（木）まで

▼開館＝

午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　

▼休館日＝

毎週月曜日、１２月

２４日（水） 、１２月２９

日（月）～１月３日（土）

■人間国宝田村耕一陶芸館☎（２２）０３１１
（まちなか活性化ビル「佐野未来館」１階）

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

■葛生化石館☎（８６）３３３２

「羽子板展」を開催中

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

収蔵資料展「くらしのうつりか
わり～古い道具と昔のくらし～」

　当館では、１月～２月にかけ市

内全小学校の３年生が来館し、民

具学習を行っています。それに関

連する民具を展示する予定です。

お子さんから大人の方まで、昔懐

かしい民具をご覧ください。
▼会期＝

１月４日（日）～２月１１日（祝・水）

▼入館料＝無料

▼開館＝午前９時～午後５時　　

▼休館日＝毎週月曜日（１月１２日

は開館）、１２月２９日（月）～１月

３日（土）、１月１３日（火）

　好評開催中です。県内の

化石が大集合のこの展示、

佐野市の化石も貴重な標

本が凱旋中！この機会を逃

さずぜひご覧ください。

　また、毎年恒例干支展示も開催します。来年の干支

である「ヒツジ」に関連した展示予定。さて、来年の

化石はどんなものでしょう！見てのお楽しみです。

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日、１２月２９日（月）～１月３日（土）

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

市制１０周年記念・特別企画展
「おかえりなさい、伊藤若冲
《菜蟲譜》光学調査・修理完
了披露展」開催中

■郷土博物館☎（２２）５１１１

レイクサイド佐野情報
　１２月１日（月）から４月末日までの予約受付を開始し

ます。無料送迎バスも運行していますので、詳しくは電

話でお問い合わせください。

▼休館日＝１２月２５日（木）・２６日（金）、１月５日（月）～

８日（木）、３月１６日（月）～１８日（水）、４月２０日（月）～

２２日（水）　※２月は無休。変更になる場合あり

▼受付＝平日午前８時３０分～午後５時１５分

■申込・問合せ＝☎（６１）１１２６

▼無料送迎バス出発日 ★お楽しみバス運行日

１２月
１泊用 ２日（火）
冬期バス １０日（水）～２３日（祝・火）

1月
１泊用 １４日（水）
冬期バス １９日（月）～３１日（土）

２月 冬期バス １日（日）～２８日（土）

３月
冬期バス １日（日）～１４日（土）
１泊用 ３０日（月）

４月
１泊用 １１日（土）、２４日（金）
２泊用 ２日（木）、１５日（水）★

「鎌倉権五郎」

「茶陶への挑戦 田村耕一茶碗展」開催中

▼会期＝１２月１４日（日）まで

▼開館＝

　午前９時３０分～午後５時

▼入館料＝一般５１０円ほか　

▼休館日＝

　毎週月曜日

【展示替休館】

１２月１６日

（火）～１月３日

（土）

《菜蟲譜》かえる

佐野市産アンモナイト(実物）

　小さな茶碗に「自身の宇宙を表現する」。崇高さ

や品格を失わないで、楽しさ

も求める。田村の伝統に裏う

ちされた熟練の技に加え、未

来を見つめた新鮮な造形力を

もって制作された茶陶の世界

をお楽しみください。

▼会期＝平成２７年３月１５日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

▼休館日＝１２月３０日（火）～１月１日（祝・木）

椿文茶碗、椿文水指
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ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

１２月１８日（木）・たぬま・「さかなつりゲーム」

※その他にも、クリスマス会、誕生会など

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

子育て教室　

▼内容＝折り紙やリズム体操、クリスマス会など

▼日程＝南児童館：毎週月曜日（２２日を除く）、

東児童館：毎週木曜日、西児童館：毎週火曜日（０

～１歳向け）・毎週金曜日（１～３歳向け・２６日を

除く）、田沼児童館：毎週月曜日

※各館とも午前１０時３０分から

☆詳しい内容は直接各館へお問い合わせください

母親クラブの会員を募集しています！
　「母親クラブ」とは、子育て世代のお母さんたち

が楽しみながら交流活動をするサークルです。

▼内容＝育児エクササイズ、館内遊び＆ママトー

　ク、お誕生会、季節の行事など　

▼費用＝年会費３００円

（そのほか、活動内容により実費負担があります）

児童館情報（１２月分）
　愉快なクリスマスコンサート
　毎年恒例の楽しいクリスマスコンサート♪

　佐野高校、佐野東高校、青藍泰斗高校の吹奏楽

部の皆さんによる素晴らしい演奏会と、豪華賞品？

が当たるビンゴゲーム大会

を、午後０時３０分から行い

ます。事前申込は不要ですの

で、直接会場にお越しくださ

い。

▼日時＝１２月２１日（日）

　①午前１０時～正午

　②午後１時３０分～３時３０分

▼会場＝こどもの国総合こどもセンター　

▼費用＝無料

　（市外の大人の方は入館料２００円が必要です）

こどもの国情報

▼休館日＝毎月第 3土曜日と翌日の日曜日、国民

の祝日、年末年始　■問合せ＝南児童館☎（２３）

２５２５、東児童館☎（２１）１６６８、西児童館

☎（２５）２４５２、田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）、１２月２９日（月）～１月３日（土）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

（１コース目）妊娠中期以降の方

（２コース目）妊娠後期の方

１２月８日（月）

１月１３日（火）午前９時～９時１０分

※１１時４５分まで
佐野市保健センター

１２月２０日（土）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳までのお子さんと保護者

１２月１５日（月）午前１０時～１０時

３０分

佐野市保健センター

１２月１７日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０★１２月８日（月）～１月１３日（火）の予定

☆詳しくは、市ホームページ、または直接お問い合わせください

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時

　※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　１２月１４日（日）午前１０時３０分～ 

  「ミュージックベルの調べ」講師：アップルママの皆さん

○親子教室「クリスマスリースを作ろう」（要予約）

　１２月１０日（水）午前１０時３０分～ 

○誕生会：１２月１７日（水）午前１０時３０分～

○看護師の相談日：１２月１９日（金）午前１０時～正午
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各種相談ガイド  １２月８日（月）～１月１３日（火）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問い合わせ先

育児相談

１２月１０日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課

☎（２４）５７７０
１２月２２日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
１２月１６日（火）午後１時３０分～心理士

１２月２５日（木）午後１時３０分～心理士
佐野市保健センター

【予】精神保健福祉相談 １２月１９日（金）午後１時３０分～
安足健康福祉センター

（足利市真砂町１- １）

安足健康福祉センター

☎０２８４（４１）５８９５

消費生活相談

月～金曜日午前９時～午後４時

※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 

（田沼庁舎本館１階）

消費生活センター

☎（６１）１１６１

１２月２４日（水）午前９時３０分～１１時３０分
男女共同参画推進センター

（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課　

☎（２７）２３５４

平常相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 

（田沼庁舎本館１階）

交通生活課

☎（６１）１１５９

【予】弁護士無料法律相談

１２月９日（火）午後１時３０分～３時３０分

※予約受付は１２月１日（月）午前９時～
万葉の里城山記念館

交通生活課

☎（６１）１１５９１２月１６日（火）午後１時３０分～３時３０分

※予約受付は１２月１日（月）午前９時～
田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・　 
　女性家庭・行政相談・
　宅地建物相談

１２月１２日（金）午後１時３０分～４時
１月９日（金）午後１時３０分～４時

総合福祉センター
交通生活課
☎（６１）１１５９

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
教育センター 

（田沼中央公民館１階）

教育センター

☎（６２）１１３１

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター 

（田沼庁舎本館２階） 少年指導センター

☎（６１）１１７５
青少年に関する巡回相談 １２月１８日（木）午前１０時～午後３時

城北地区公民館

☎（２４）５７７２

児童福祉・女性相談・母子・

父子家庭・寡婦の相談
月～金曜日午前８時３０分～午後５時

家庭児童相談室 

（東仮庁舎事務棟２階）

家庭児童相談室

☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会

（託児サービスあり）
１２月１９日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター

（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課

☎（２７）２３５４

【予】女性のためのカウン

セリング相談

１２月１８日（木）・１月８日（木）

午前１０時～１１時５０分

女性相談 １２月２５日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
１２月１８日（木）午後１時３０分～４時 

※受け付けは午後３時まで

外国人特設相談 

（中国語通訳あり）
１２月２４日（水）午後２時～４時

国際交流協会（男女共同

参画推進センター内）

国際交流協会
☎（２４）４４４７
交通生活課
☎（６１）１１５９

隣保館定例相談 

（弁護士無料法律相談）

１２月２４日（水）午後１時３０分～３時３０分

※受け付けは午後１時～２時です
隣保館

隣保館

☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのある

方の相談支援
月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分

障がい者相談支援セン

ターみどり

障がい者相談支援センター

みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相

談支援
月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの

相談支援事業所さの

☎（２１）６８１１
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　１１月３日から８日の間、佐野市訪米団が米国を

訪れました。これは佐野市と米国ランカスター市の

姉妹都市提携２０周年を記念したもので、毎年行わ

れている中学生の交流事業に加えて行われました。

　訪米団には岡部市長を団長として、寺岡国際交流

協会会長、山口市議会議長など団員２２人と「さの

まる」が参加し、３日にニューヨークに入り、４日

から６日はランカスター市、７日にはワシントン

ＤＣを訪れ、帰国しました。

　ランカスター市に到着すると、ランカスター市の

グレイ市長を表敬訪問し、両市の２０年の交流に

ついて歓談しました。その後、ビジターズセンター

前広場では、岡部市長がグレイ市長とともに記者

会見を行ったほか、さのまるが現地のキャラクター

とともに「さのまる音頭」を披露しました。また、

地元の名士の方々と懇談会を行ったほか学校訪問

を行い、ランカスター市民との交流を深めるなど、

実り多い訪問となりました。

　１１月１５日、犬伏

東小学校でＰＴＡ主催

のバザーが行われまし

た。今回のバザーでは、

宮城県女川町で採れた

大きなホタテを焼く匂いが会場に広がりました。

　犬伏東小学校では東日本大震災後、稲作体験活

動で収穫したもち米を女川町の仮設住宅で生活し

ている方々に贈る活動を続けています。

　今回は女川町の代表者が、お礼を兼ねてバザー

への参加となりました。そして、会場でのホタテ

やのりの売上金を「犬東小の児童のために、お役

立てください」と、柿沼ＰＴＡ会長に手渡しました。

　バザー終了後、１０月に収穫したもち米が児童

たちから女川町の代表者に贈られました。贈られ

たもち米は、お正月に仮設住宅の一角で餅つきを

して、みんなで食べる計画だそうです。

　季節が晩秋から初冬へと移り、温もりが恋しく

なるこの時期、バザー会場では、心暖まる交流が

行われていました。（市民記者　秋山久美子）

　１１月２日、戸室町の

田沼グリーンスポーツセ

ンターで ｢どまんなか

フェスタ佐野２０１４｣

が開催されました。この

催しは市内に日本列島の中心｢どまんなか｣がある

ことから名づけられたイベントで、毎年１１月に

開催されています。

　出展エリアでは、多くの出店が並び、佐野らー

めんやいもフライなど、佐野ならではの名産品・

特産品が多数販売されました。

　地元企業や各種団体の展示・体験ブースも大勢

の来場者でにぎわったほか、佐野ブランドキャラ

クター｢さのまる｣も登場し、イベントを盛り上げ

ました。また、会場中央に設置されたステージでは、

地元で活動する団体が、和太鼓や各種ダンス、健

康体操などを披露しました。

　このほか、福引抽選会や自衛隊車両の展示、建

設車両の乗車体験なども行われ、朝から河川敷の

駐車場まで満車になるほどの大賑わいでした。

姉妹都市提携２０周年
米国ランカスター市に佐野市訪米団を派遣

心暖まる、女川町との交流 どまんなかフェスタ佐野２０１４
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天明鋳物作りに挑戦！！

　７月から９月にかけ、全５回にわたり天命鋳物

伝承保存会が主催した『天明鋳物入門基礎講座』が

開催され、１１月には作品が佐野市中央公民館や

まちの駅である吉井酒造さんなどで展示されまし

た。

　この講座の受講者は１１人で、佐野にとどまら

ず栃木市、小山市、明和町などからも参加があり、

近隣の方々からも天明鋳物が注目されていること

が伺えます。

　制作指導をしてくださった天命鋳物師の若林秀

真さんが毎日お使いになっている工房（大祝町）を

お借りしての作業は、臨場感にあふれ、受講者は

いにしえの鋳物師たちに思いを馳せました。粘土

で原型を作り、錫
すず

を溶かして石膏の型に流し、仕

上げる工程を分かりやすくご指導いただき、事前

に講義で勉強したことを実践してみて、あらため

て大変さを体験しました。（市民記者 永倉文子）

「今を生きる」佐野ぱそこん倶楽部
　佐野ぱそこん倶楽部の創立１５周年記念作品展が１０月２５・２６

日に文化会館で開催され、たくさんの方々が訪れました。

　この倶楽部は、１５年前、旗川・植野・吾妻・界の各地区公民館で

行われたＩＴ講習会の受講者が集まり、サークルを作りました。そし

て月に二回、小山武さん（植下町）の指導を受けて、中高年を中心に

３８名で活動しています。

　今回の作品展は「今を生きる」を統一テーマとし、会員の皆さんが

パソコンを駆使して製作した力作が１００点並びました。

　長寿会の写真や旅先での写真に言葉が入り、物語が生まれたり、ステンドグラスや掛け軸など、素晴

らしい作品ばかりでした。見学者は口々に「見事ですね」と感動した様子でした。小山先生は「生きる

喜びや感謝を表現しました。まさに、今回の作品展が、このテーマの締めくくりとなりました」と話さ

れました。表現する楽しさが伝わってきた素敵な作品展でした。（市民記者：吉井貴子）

　１１月３日から８日まで、さのまるが佐野市訪

米団の一員として市の姉妹都市であるランカス

ターを表敬訪問しました。

　さのまるは、ランカスターで市庁舎訪問のあと、

近くの広場でさのまる音頭を披露しました。音頭

には地元野球チームのマスコット「サイロ」くんが

飛び入り参加し、地元新聞に大きく取り上げられ

ました。

　翌日は、幼稚園から中学校までの一貫校である

エリザベスマーティンスクールを訪問しました。

各教室には「率先してやろう」などといった生活の

指標を示した「七つの習慣」が掲示されており、世

界に羽ばたくリーダーの育成に力を注いでいると

のことです。校長先生をはじめ教育委員会の皆さ

んとブランチを楽しみ、その後、子どもたちとさ

のまる音頭を踊り、たいへん喜ばれました。さの

まると地元の子どもたちは言葉を超えた深い絆で

結ばれたことでしょう。（市民記者 中里聖子）

ラ
ン
カ
ス
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で
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大
人
気
の
さ
の
ま
る
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●出生　８２人　●死亡１４０人

●婚姻　４９組　●離婚　１６組

●転入２６７人　●転出２８３人

人口の動き（１０月分）

 ●人口    １２２，０６７人（－７４）　●世帯４９，７２７戸（ー３）

　　男　６０，１９８人（ー４）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，８６９人（－７０）

人口と世帯数（１１月１日現在）

江尻和彦・夏樹さん（犬伏中町）笠原悟志・美江さん（堀米町）

夢
ゆ ず き

珠希ちゃん 平成２６年３月生

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

下原裕史・恵子さん（堀米町）

悠
ゆ う と

仁ちゃん 平成２６年１月生優
ゆうだい

大ちゃん 平成２５年１０月生

川鍋祐太・伊緒奈さん（船越町）

平成２４年１０月生璃
り あ

愛ちゃん

　

　１１月３日～８日の６日間、佐野市訪米団がアメリカ合衆国を訪れました。訪

米団には、さのまるも参加。初日に訪れたニューヨークでは、コミュニティ紙の

取材を受けたほか、旅行者や市民にも歓迎され、多くの方とふれあいました。

　続いて、佐野市と姉妹都市であるペンシルベニア州ランカスター市を訪問。ラ

ンカスター市長や地元野球チームのキャラクター「Ｃｙｒｏ」（サイロ）、集まった

ランカスター市の皆さんと「さのまる音頭」を踊り、絆を深めました。

　また翌日には、ランカスター市内の小学校に登場。

子どもたちは「Ｋａｗａｉｉ」と大喜びで、さのま

るや佐野市について興味津々な様子でした。

【さのまるの家休業】１２月１日（月）、１２月２９日（月）～３１日（水）、

１月５日（月）～８日（木）

■

問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２

さのまる、姉妹都市・ランカスター市（米国）へ

入居に関する相談・見学随時対応　お気軽にご連絡ください

佐野

あなたの

 「自由で わがままな暮らし  」
　　　　　　　　　　をサポートさせて下さい

あなたの

 「自由で わがままな暮らし  」
　　　　　　　　　　をサポートさせて下さい

あなたの

 「自由で わがままな暮らし  」
　　　　　　　　　　をサポートさせて下さい

あなたの

 「自由で わがままな暮らし  」
　　　　　　　　　　をサポートさせて下さい

佐野市堀米町820－5
（清澄高校すぐそば）
佐野市堀米町820－5
（清澄高校すぐそば）0120-653-214

フリーダイヤル

QRコードからも
ご覧いただけます

空き室状況・資料送付依頼
さまざまなイベント情報まで満載！
スタッフのブログもあります
是非一度 ご覧ください！！

ホームページ
  リニューアル しました！
ホームページ
  リニューアル しました！

・体験入居可能です
・短期間での利用可能です
・空室状況についてはご連絡ください

ニューヨークで取材を

受けている様子

ランカスターの小学生と交流


